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日野町告示第11号 

 令和３年第３回日野町議会定例会を次のとおり招集する。 

   令和３年２月24日 

日野町長 﨏 田 淳 一 

１．期 日  令和３年３月４日 

２．場 所  日野町議会議場 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

中 山 法 貴              梅 林 敏 彦 

山 形 克 彦              金 川 守 仁 

松 尾 信 孝              中 原 信 男 

安 達 幸 博              佐々木   求 

竹 永 明 文              小 谷 博 徳 

       ─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

        な し 

       ─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────────── 

第３回 日 野 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日） 

令和３年３月４日（木曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程 

令和３年３月４日 午前10時開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

（３）令和３年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入支出予算について

（町長） 

日程第４ 施政方針 

日程第５ 議案第６号 令和２年度日野町一般会計補正予算（第11号）（町長） 

日程第６ 議案第７号 令和２年度日野町介護保険特別会計補正予算（第３号）（町長） 

日程第７ 議案第８号 令和２年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第４号）（町長） 

日程第８ 議案第９号 令和２年度日野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）（町長） 

日程第９ 議案第10号 令和２年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（町長） 

日程第10 議案第11号 日野町議会議員及び日野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の制定について（町長） 

日程第11 議案第12号 日野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いて（町長） 

日程第12 議案第13号 日野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について（町長） 

日程第13 議案第14号 日野町農村情報連絡（防災行政無線）施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正について（町長） 

日程第14 議案第15号 日野町営バス購入等基金条例の一部改正について（町長） 

日程第15 議案第16号 日野町造林基金の設置に関する条例の廃止について（町長） 

日程第16 議案第17号 日野町畜産振興事業基金条例の廃止について（町長） 
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日程第17 議案第18号 日野町被災者住宅再建等支援条例の一部改正について（町長） 

日程第18 議案第19号 日野町国民健康保険条例の一部改正について（町長） 

日程第19 議案第20号 日野町介護保険条例の一部改正について（町長） 

日程第20 議案第21号 日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について（町長） 

日程第21 議案第22号 日野町鵜の池管理棟の設置及び管理に関する条例の廃止について（町長） 

日程第22 議案第23号 日野町鵜の池公園キャンプ場の設置及び管理運営に関する条例の制定につ

いて（町長） 

日程第23 議案第24号 日野町営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について（町長） 

日程第24 議案第25号 日野町小集落改良住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正につい

て（町長） 

日程第25 議案第26号 日野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の廃止につい

て（町長） 

日程第26 議案第27号 日野町消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例の廃止について

（町長） 

日程第27 議案第28号 令和３年度日野町営土地改良事業経費の賦課基準並びにその徴収時期及び

方法について（町長） 

日程第28 議案第29号 令和３年度日野町一般会計予算（町長） 

日程第29 議案第30号 令和３年度日野町国民健康保険特別会計予算（町長） 

日程第30 議案第31号 令和３年度日野町介護保険特別会計予算（町長） 

日程第31 議案第32号 令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計予算（町長） 

日程第32 議案第33号 令和３年度日野町簡易水道特別会計予算（町長） 

日程第33 議案第34号 令和３年度日野町公共下水道事業特別会計予算（町長） 

日程第34 議案第35号 令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計予算（町長） 

       ─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 
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（２）一般行政報告（町長） 

（３）令和３年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入支出予算について

（町長） 

日程第４ 施政方針 

日程第５ 議案第６号 令和２年度日野町一般会計補正予算（第11号）（町長） 

日程第６ 議案第７号 令和２年度日野町介護保険特別会計補正予算（第３号）（町長） 

日程第７ 議案第８号 令和２年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第４号）（町長） 

日程第８ 議案第９号 令和２年度日野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）（町長） 

日程第９ 議案第10号 令和２年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（町長） 

日程第10 議案第11号 日野町議会議員及び日野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の制定について（町長） 

日程第11 議案第12号 日野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いて（町長） 

日程第12 議案第13号 日野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について（町長） 

日程第13 議案第14号 日野町農村情報連絡（防災行政無線）施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正について（町長） 

日程第14 議案第15号 日野町営バス購入等基金条例の一部改正について（町長） 

日程第15 議案第16号 日野町造林基金の設置に関する条例の廃止について（町長） 

日程第16 議案第17号 日野町畜産振興事業基金条例の廃止について（町長） 

日程第17 議案第18号 日野町被災者住宅再建等支援条例の一部改正について（町長） 

日程第18 議案第19号 日野町国民健康保険条例の一部改正について（町長） 

日程第19 議案第20号 日野町介護保険条例の一部改正について（町長） 

日程第20 議案第21号 日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について（町長） 

日程第21 議案第22号 日野町鵜の池管理棟の設置及び管理に関する条例の廃止について（町長） 

日程第22 議案第23号 日野町鵜の池公園キャンプ場の設置及び管理運営に関する条例の制定につ

いて（町長） 

日程第23 議案第24号 日野町営住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について（町長） 

日程第24 議案第25号 日野町小集落改良住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正につい
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て（町長） 

日程第25 議案第26号 日野町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の廃止につい

て（町長） 

日程第26 議案第27号 日野町消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例の廃止について

（町長） 

日程第27 議案第28号 令和３年度日野町営土地改良事業経費の賦課基準並びにその徴収時期及び

方法について（町長） 

日程第28 議案第29号 令和３年度日野町一般会計予算（町長） 

日程第29 議案第30号 令和３年度日野町国民健康保険特別会計予算（町長） 

日程第30 議案第31号 令和３年度日野町介護保険特別会計予算（町長） 

日程第31 議案第32号 令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計予算（町長） 

日程第32 議案第33号 令和３年度日野町簡易水道特別会計予算（町長） 

日程第33 議案第34号 令和３年度日野町公共下水道事業特別会計予算（町長） 

日程第34 議案第35号 令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計予算（町長） 

       ─────────────────────────────── 

出席議員（10名） 

１番 中 山 法 貴        ２番 梅 林 敏 彦 

３番 山 形 克 彦        ４番 金 川 守 仁 

５番 松 尾 信 孝        ６番 中 原 信 男 

７番 安 達 幸 博        ８番 佐々木   求 

９番 竹 永 明 文        10番 小 谷 博 徳 

       ─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ────────── 伊 田 喜 浩  書記 ────────── 影 井 宣 之 

書記 ────────── 入 澤 眞 人 

       ─────────────────────────────── 
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説明のため出席した者の職氏名 

町長 ────────── 﨏 田 淳 一  副町長 ───────── 音 田   守 

教育長 ───────── 生 田   進  総務課長 ──────── 渡 部 裕 之 

住民課長兼会計管理者 ── 遠 藤 律 子  企画政策課長 ────── 荒 木 憲 男 

健康福祉課長 ────── 住 田 秀 樹  産業振興課長 ────── 角 井   学 

建設水道課長 ────── 飛 田 朋 伸  教育課長 ──────── 砂 流 誠 吾 

─────────────────────────────── 

午前１０時００分開会 

○議長（小谷 博徳君） おはようございます。ただいまの出席議員は１０人であり、定足数に達

していますので、これより令和３年第３回日野町議会定例会を開会いたします。 

 本日の定例会は、マスク着用や換気を行うなど、新型コロナウイルス感染症対策を講じて進め

ます。 

 出席議員には、タブレット端末機の使用を例規確認のため許可をしております。また、中海テ

レビのテレビカメラ撮影を許可しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしました日程のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の定例会の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、３番、山形克彦議員、

４番、金川守仁議員の２名を指名いたします。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第２ 会期の決定 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りをいたします。本定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から３月２２

日までの１９日間にいたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から３月２２日

までの１９日間と決定いたしました。 

─────────────・───・───────────── 
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  日程第３ 諸般の報告 

○議長（小谷 博徳君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 第２回臨時会以後の議会関係について、報告いたします。 

 ２月１７日、鳥取県町村議会議長会定期総会が開催され、議長が出席いたしました。 

 ２月１８日、鳥取県後期高齢者広域連合議会定例会が開催され、議長が出席いたしました。 

 ２月２２日、日野町、江府町、日南町、三町衛生施設組合議会定例会が開催され、関係議員が

出席しております。同日、鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会が開催され、議長が出席いた

しました。 

 ２月２４日、本定例会開催のため、議会運営委員会を開催いたしました。同日、日野病院組合

議会定例会が開催され、議長ほか、関係議員が出席しております。 

 ３月１日、日野病院発熱外来棟の完成セレモニーに議長が出席しました。 

 ３月３日、鳥取西部農業協同組合組合長に、黒坂支所統合に関しての要望書を提出しておりま

す。 

 続いて、一般行政報告を﨏田町長が行います。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 令和３年第２回議会臨時会以降の一般行政報告をいたします。 

 ２月２２日に令和３年第１回日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会が開催され出席しま

したので、その概要について報告いたします。議案は、条例の一部改正が２件、補正予算が１件、

令和３年度当初予算が１件提案され、全て原案どおり可決されました。条例の一部改正は、江府

町の庁舎移転に伴い、日野町江府町日南町衛生施設組合公告式条例の一部を改正するもの、さら

に、し尿処理料金の総額表示を明確にするため、日野町江府町日南町衛生施設組合し尿処理条例

を一部改正するものでございました。補正予算は本年度の実績を踏まえ、総額の変更は行わず予

算内の組替えを行うものでございました。次に、令和３年度当初予算は、歳入歳出それぞれ１億

８，９１３万９，０００円とするもので、前年度当初予算より３３２万８，０００円の増額であ

ります。これは、ごみ処理施設くぬぎの森の熱交換ほか、修繕等に伴い増額の予算とされたとこ

ろでございます。本年度の予算編成に当たりましては、汚泥再生処理センター清化園及びごみ処

理施設くぬぎの森の適正な維持管理に重点を置き、構成町の負担軽減を図ることを念頭に十分に

精査、検討を行った予算編成との報告がなされたところでございます。 

 続いて、同日の２月２２日に令和３年２月鳥取県西部広域行政管理組合議会定例会が開催され

ましたので、その概要について御報告いたします。主な議案といたしましては、一般廃棄物処理
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施設用地選定委員会条例の制定、令和３年度一般会計予算などが提案され、原案のとおり可決さ

れました。一般廃棄物処理施設用地選定委員会条例の制定は、処理施設の建設用地の選定におい

ては専門的な知見からの検討、評価を行うことが必要であることから、学識経験者などで構成す

る用地選定委員会を設置するものでございます。また、令和３年度一般会計予算の主な事業は、

第７次消防力等５か年計画に基づく、屈折はしご車、オーバーホール、３，０８３万円余、消防

関係車両更新１億３，１７０万円、退職積立基金積立金の再開などでございます。予算総額は前

年度当初より２億６，４７８万円の減額となっておりますが、これは桜の苑改修工事費の完了に

よる減などによるものでございます。これに伴いまして、本町の負担金は前年度当初より２３７

万１，０００円の減の１億１２２万４，０００円となっております。 

 ２月２４日には令和３年第１回日野病院組合議会定例会が招集されましたので、その概要を報

告いたします。議案は、条例の一部改正が２件、補正予算が３件、令和３年度当初予算が３件提

案され、全て原案どおり可決されました。専決処分の承認を求めることにつきましては、江府町

役場庁舎の移転に伴う日野病院組合公告式条例の改正、職員定数条例の一部改正は、現在の定数

１１４名を２名増やして１１６名とするものでございます。補正予算は、病院事業会計、在宅介

護支援事業会計、診療所事業会計の決算見込みに基づくもので、３事業合計での収益的収支は６，

４１１万４，０００円の黒字決算が見込まれております。当初予算では３事業合計の収益的収支

を３，２１２万７，０００円としております。施設整備等経費として、ＭＲＩ装置、冷温水発生

器の更新など、１億３，２２７万８，０００円が計上されたところでございます。議案以外では、

新型コロナウイルス対応についての報告、人工透析患者の送迎サービスの実施などの報告がござ

いました。また、新規採用職員の報告があり、医師では内科常勤医が鳥取県から２名、鳥取市立

病院から１名派遣、そのほか整形外科常勤医師が１名、看護師が６名採用される予定になってお

ります。 

 ２月２６日、第３回日野高校魅力向上推進協議会が開催され、日野高校から本年度の入試の志

願者の報告がございました。志願者数は２月２６日時点で３１名、うち６名が県外生、２５名が

県内生ということでございます。既に行われました推薦入試の内定者が１１名、うち県外生は４

名、県内生７名ですので、合わせて４２名が日野高校に向かっておられるとのことでございまし

た。推進協議会では、令和３年度の入学者数の目標値を募集定員の半数の３８名としておりまし

たので、現時点ではそれを上回っており、この間の情報発信、地域未来留学、中学校訪問、塾や

予備校への情報提供などの取組の成果が表れたのではないかとの意見が出されました。とはいえ、

厳しい数字には変わりありませんので、令和３年度以降も引き続き、入学者数の増に向け取り組
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んでいくことを確認したところでございます。 

 続いて、日野病院発熱外来棟の完成についてでございます。新型コロナウイルスとインフルエ

ンザ等の同時流行に備えるため、日野病院が敷地内に建築を進めていた発熱外来棟が完成し、３

月１日にセレモニーがございました。木造二階建て、延べ床面積約１２０平方メートル、１階は

患者控室２部屋と診察室、ＰＣＲ検査機３台を備えた検査室があり、２階には医師や看護師の控

室とモニター観察室が設置されています。今後、必要な機材等を搬入し、３月８日から稼働する

予定でございます。 

 以上が一般行政報告でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） もう一つ追加、議長の報告にもございましたけども、昨日、鳥取県西部

農協本所に谷本組合長さんをお訪ねして、ＪＡさんの機構改革、そういったことについて、黒坂

の支所がなくなる、それに対しての要望、そういうものをさせていただきました。組合長さんに

あっては、こちらの趣旨をしっかり酌み取っていただいて、住民サービス、そういったことが起

こらないように十分配慮していきますというようなお言葉をいただいたところでございます。以

上でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 次に、令和３年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入支

出予算について報告を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 一般財団法人日野町農林振興公社の令和３年度の事業計画及び収入支出

予算について御報告申し上げます。 

 これは、令和３年２月１７日に一般財団法人日野町農林振興公社理事会が開催され、令和３年

度の事業計画及び収支予算が承認されましたので、その概要について御説明いたします。 

 内容につきましては産業振興課長から説明させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 令和３年度一般財団法人日野町農林振興公社事業計画及び収入

予算について、その概要について御説明いたします。お手元の資料１ページを御覧ください。（「議

長、資料ない」と呼ぶ者あり） 

○議長（小谷 博徳君） 資料あるで。（「ない」と呼ぶ者あり） 

 休憩します。 

午前１０時１５分休憩 
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─────────────────────────────── 

午前１０時１６分再開 

○議長（小谷 博徳君） 再開をします。 

 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） そうしますと、お手元の１ページを御覧ください。最初に、令

和３年度事業計画ですが、各事業とも令和２年度の事業実績見込みを勘案し、事業計画を立てて

おります。 

○議長（小谷 博徳君） ２ページ。 

○産業振興課長（角井  学君） 失礼しました。 

○議長（小谷 博徳君） じゃあ、訂正して２ページから。 

○産業振興課長（角井  学君） ２ページを御覧いただければと思います。まず、農作業受託事

業について、水稲作業は、農業従事者の高齢化、農家所有の農業機械の老朽化等の要因などによ

り、荒起こし、秋起こし作業の受託面積が増加しております。また、一部担い手による受託作業

も見込まれ、代かき、田植の受託面積減、荒かき、刈取りについては昨年と同様の受託面積です

が、委託農家は減少しております。もみ運搬、あぜ塗りは前年同様としております。さらに、水

田畦畔草刈り作業及び牧草梱包は前年同様としております。 

 次に、転作等受託事業について、ソバ作業は、利用権設定の増加によりソバ栽培の受託面積が

減少したものです。また、菜種刈取り作業につきましても、受託料の増を見込んでおります。 

 次に利用権設定、その他事業の欄を御覧ください。近年、担い手だけでは農地を維持できない

ため、公社への利用権設定をされる農家が徐々にではありますが増加傾向にあります。このため、

前年度に対し１．２９ヘクタール増加の８．７８ヘクタールを利用権設定し、水稲、ソバを作付

する計画としております。それぞれ個別の作業内容につきましては、御覧をいただきたいと思い

ます。 

 最後に、令和２年度から取り組んでおります地域プランに基づく堆肥散布支援は６５戸、４０

ヘクタールを見込んでおります。 

 次に、３ページを御覧ください。令和３年度収入支出予算書です。最初に、事業活動収入です。

１の基本財産運用収入は定期預金利子、２の受託事業収入は令和２年度の実績見込みから算出し

ております。実績見込みと比較して、耕うん作業、堆肥散布作業は増加を見込んでおります。ま

た、代かき、田植、一般転作受託作業は事業量の減少により減額としております。３のソバ等事

業収入は、粉、玄ソバ等販売収入は例年どおりを見込んでいます。５の補助金等収入は、持続可
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能な公社運営を確保するため、町から公社への人件費等の補助でございます。６の地域プランに

伴う補助金収入は、合計で１，３９２万２，０００円を計画しております。コンバイン、フレー

ルモア、各１台の機械導入、事務職員１名の人件費、共済費等の補助、堆肥散布や運搬支援に係

る補助を計上しております。７の駐車場管理収入は例年どおり計上しております。９のその他収

入の経営所得安定対策交付金は、前年度に比較し３０万円の増額を見込んでおります。収入合計

は３，５７５万７，０００円で、対前年１５４万３，０００円の増額となっております。 

 続きまして、４ページの事業活動支出を御覧ください。令和２年度の実績見込みから令和３年

度計画を算出しております。最初に、１の管理運営費ですが、合計で１，０７３万３，０００円、

対前年１３７万円の増額となっております。公社の職員については、事務局長１名、事務職員１

名、嘱託職員１名の体制で農家の下支えを行いたいと考えております。内訳は御覧いただきたい

と思います。２の受託事業費支出は合計２，３１９万円で、対前年６万９，０００円の増額とな

っております。これは特定地域づくり事業協同組合で１名増員し、充実を図るものです。また、

堆肥散布に伴う堆肥代及びコンバイン、フレールモアの購入費を計上しております。３のソバ等

受託生産は合計１５２万４，０００円で、対前年１０万４，０００円の増額です。内訳は御覧い

ただきたいと思います。一番下段の支出合計については、総額が３，５７５万７，０００円で、

対前年度１５４万３，０００円の増額となっております。令和３年度から実施する特定地域づく

り事業協同組合利用料の増額が主な要因となっております。詳細につきましては御覧ください。

説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 携帯電話が鳴っていますが、傍聴者は携帯電話を切ってください。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第４ 施政方針 

○議長（小谷 博徳君） 日程第４、町長が施政方針を行います。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ３月定例会に当たり、令和３年度の町政の推進について、私の所信の一

端を申し述べ、議員各位並びに町民の皆様の御理解と御協力を賜りたいと存じます。 

 令和２年度を振り返りますと、年初以来、日本中、いや、世界中が新型コロナウイルス感染症

に翻弄され、日常生活、社会経済活動が制約された１年でございました。感染をいかに予防し、

感染拡大を最小限に抑え込むことが至上の命題である一方で、冷え込む経済を何とか支えようと

政府も地方自治体も力を合わせ、あるいは独自の工夫で対策を講じてまいりました。 
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 本町にあっては、２月下旬から住民の皆様の御協力をいただき、３つの密を避け、様々なイベ

ントや会合を縮小、中止していただきました。また、マスクや消毒液の流通が滞り、町内の医療

機関や公共交通への供給に支障が出始めましたので、本町に備蓄しておりましたこれら物資を提

供させていただき、５月には各御家庭にも布マスクを配布し、その後再び不織布マスクと消毒液

を各御家庭と自治会集会所にも備え付けていただけるようお配りすることができました。特に、

マスクの配布にありましては、多くの事業所、多くの住民の皆様からの御寄附に支えられたこと

も忘れてはなりません。この場をお借りしまして、心からお礼を申し上げます。 

 このように感染拡大を予防する手だてを施す一方で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用しながら、生活支援策、そして経済対策にも力を注いでまいりました。国の施

策である特別定額給付金、子育て世帯臨時特別給付金に加え、町の独自施策として独り親家庭及

び障害児養育家庭生活支援給付金事業、大学等在学生生活支援給付金支給事業などの生活支援、

町民１人当たり１万円分の地域商品券をお配りした地域応援商品券事業や、プレミアム付商品券

事業、国の対象とならない事業者の皆様に対して行った日野町版の持続化給付金事業や家賃支援

給付金事業、休業要請に御協力いただいた店舗に対して行った町内飲食・宿泊事業者休業協力金

給付事業などの経済対策です。そのほかには、日野病院が建設する新型コロナウイルス感染症対

策棟への助成も行うことといたしました。日野病院は、今後もより信頼できる地域の中核病院と

して、その機能を充実いたします。また、日翔会に対しても、あいご、かじか荘、おしどり荘、

いちょうの木において感染症対策をさらに充実していただくよう、手洗い設備や受付での飛沫対

策などへの助成をいたしました。これら施設とも連携を図りながら、感染拡大防止に努めてまい

ります。 

 このように様々な手だてを講じてまいりましたが、残念ながら、この見えざる敵、新型コロナ

ウイルス感染症はいまだ衰えるところを知らず、闘いの日々は続いております。ですが、我々も

やっとワクチンという大きな武器を得ることができました。既に医療従事者への接種は始まり、

以降、高齢者、基礎疾患を有する人、高齢者施設従事者、それ以外の人と、順次接種していただ

けるよう準備を進めてるところでございます。令和３年度を迎えるに当たり、何よりもまず住民

の皆様に安心してこのワクチン接種を受けていただき、集団免疫力を取得して、一日も早くコロ

ナ禍以前の生活に戻れますよう全力を注ぐ所存でございます。どうぞ、円滑にワクチン接種作業

が進みますよう皆様の御協力をお願いいたします。 

 コロナ禍と申せば、もう一つ、インターネットやＳＮＳ上で、感染者や最前線で治療に当たる

医療従事者、飲食店等の店舗に対して、不確かな情報を基に誹謗中傷する事例が県内でも発生し
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たと聞いております。これらは差別や偏見に基づくもの、人権侵害であり、決して許されるもの

ではございません。相手の立場に寄り添い、自由で平等な支え合いの社会をつくることが我々の

責務であることも肝に銘じておきたいと思います。 

 さて、町長に就任し、４年目に入りました。この３年間、私の公約の３本の柱、保健・医療・

福祉の充実、地域資源を生かした産業の振興、教育・子育ての充実を中心とした施策を進めてま

いりました。保健・医療・福祉の充実では、住民の皆様一人一人が健康を維持し、いわゆる健康

寿命を少しでも長く保っていただけるよう、百歳体操の取組や認知症地域支援推進員の配置など、

介護の予防・認知症対策を強力に進めてまいりました。これらの取組の成果でしょう、増加傾向

にあった介護認定率は３年間増加しておりません。一方で、必要な介護や医療、これらのサービ

スを安心して切れ目なく受けていただくことができるよう、また、それらを持続していけるよう、

人材確保などもお手伝いしながら、各機関との密接な連携を図っているところでございます。鳥

取大学の協力を得ながら、日野病院を中心とした日野川上流域の医療連携、介護施設との医療・

介護連携をさらに充実したものにしてまいります。また、地域福祉を掲げる上で、社会福祉協議

会が担う役割は大変重要です。町と日野町社会福祉協議会は今まで以上に意思疎通を十分に行い、

連携の取れた地域福祉を目指してまいります。 

 地域資源を生かした産業振興では、農業分野において、昨年、日野町がんばる地域プランを策

定し、農地・農業を守り、維持し、後世に残していくために日野町が目指すべき農業の姿をお示

しし、取組を推進してるところでございます。林業分野においても、新たな森林管理制度に基づ

く林業経営の集約化や適切な森林整備に向けた取組を着実に進めており、令和３年度はさらなる

取組の加速化を図っていきます。 

 商工観光分野は、昨年は新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、様々な対策を取らせ

ていただきましたが、関係する皆様にとっては、今もなお、苦渋のときであろうと拝察いたしま

す。しかし、このコロナ禍にあっても地域が再び活力を取り戻すために、自然、歴史、食、星空

など、今ある地域資源に磨きをかけ、新たな魅力を加えた取組にも挑戦いたします。 

 教育・子育ての充実も、多くの若者に住んでいただくための重要な施策でございます。学校教

育では、小規模校という利点を生かして引き続き一人一人の学力、体力、そして生きる力を伸ば

せるように、きめ細やかな教育を展開してまいります。そのためには、学校、家庭、地域が連携、

協働して子供を育てるとともに、家庭教育支援体制を整備し、保護者への支援、家庭教育の充実

も必要です。一方で、教育環境は変革の時期を迎えております。ＡＩ、人工知能等の技術革新が

一層進展する未来を見据えた子供たちのプログラミング的思考の育成や、ＩＣＴ、情報通信技術
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活用教育の導入、推進、義務教育学校開設の方向も決まり、校舎建設検討、教育課程検討及び開

校準備など、大きく動き始めました。子育ての充実に関しましては、好評を得ております病児・

病後児保育を御利用いただきやすい仕組みに変え、時間外保育や土曜保育をさらに充実すること

で親御さんの就労を支えます。また、誕生、入学といった節目にお祝い金を支給するなど、若い

親御さんを経済的にも支援する仕組みもさらに充実いたします。切れ目のない見守りと相談支援

で子育て世代包括支援センターがいつでも応援しておりますので、安心して出産、子育てに臨ん

でいただくことを願っております。 

 このように、３本の柱で私の公約、政策を推進してまいりましたが、政策を実現するのが、き

らり日野町創生戦略でございます。令和２年度から若者、子供が住む未来へつながる持続可能な

町、住民が生きがいを持って自ら考え実行する住民主導の町、地域資源を活用したにぎわいのあ

る町、みんなの笑顔が光る安全安心な町の４つを基本とする視点として掲げ、住んでよかったと

思えるまちづくりを目指し、第２次きらり日野町創生戦略として新しいステップを踏み出したと

ころでございます。令和３年度の当初予算案の重点施策は、この第２次きらり日野町創生戦略を

柱とするものでございます。 

 令和３年度の重点施策について、御説明申し上げます。第２次きらり日野町創生戦略では７つ

の分野に分け、それぞれに基本目標を掲げておりますので、分野ごとに施策を御紹介してまいり

ます。 

 第１分野は、集落機能の維持、移住・定住について。まず、移住・定住に関する施策について

申し述べます。本町の人口は、本年１月１日現在で２，９６７人であり、前年同日の３，０２５

人と比べ５８人減少しております。これは一昨年から昨年の１０７人減少と比べ半減し、かなり

緩やかな減少になっております。この速度をできるだけ緩やかにしていくことが急務でございま

すが、そのためには若い世代に住み続けてもらえる環境を整え、Ｕターン者等の移住者を呼び込

みたい、加えて、就職や進学などといった一旦日野町を出られる方にも引き続き日野町との関係

を保っていただけるような仕組みづくり、将来のＵターンにつないでまいりたいと思います。ま

た、移住・定住を促進するために、移住者のみならず、町内在住若年世帯も対象とした住宅整備

への支援等も継続いたします。なお、今年度着工した若者向け住宅１棟４戸も完成し、４月から

入居いただけることとなりました。町内事業所への勤務される方、これから日野町に居住御希望

の方、ぜひ一度御覧いただきたいと存じます。 

 次に、集落機能の維持に関する施策でございます。第２次きらり日野町創生戦略では、人口が

減少しても人と人とのつながりを大切にし、生きがいを持って、安全で安心して暮らせるまち、
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暮らしている人たちが住んでよかったと思えるまちづくりを目指しております。集落機能の礎で

ある話合いの場づくりや地域の仕組みづくりを促進するため、集落支援員、地域活動支援交付金

をぜひ活用していただきたいと思います。新規事業といたしましては、単独では集落機能の維持

が困難な自治会を広域的な組織で支え合う仕組み、小さな拠点の設置を、菅福連合自治会をモデ

ル地区として進めます。小さな拠点には、集落支援員を配置した事務所を構え、カフェなどに地

域住民が集い、安心して楽しく過ごすことのできる仕組みをつくります。 

 第２分野では、子育て・幼児教育を掲げております。これまでに行ってきた子育て支援に加え、

令和３年度から、第１子、第２子には１０万円、第３子以降２０万円を支給する出生祝い金事業、

小学校入学時には３万円、中学校入学時には５万円を支給する入学祝い金事業、１歳未満のお子

様がおられる世帯には、おむつを廃棄するためのごみ袋支給事業を新設し、経済的にも子育て世

帯を応援します。保育所へは５５人程度の入所が予想されております。令和２年度より、３歳以

上児に加え、３歳未満児についても保育料を無償とさせていただき、子育て世代の負担軽減を図

ってまいりました。令和３年度は、時間外保育の実施、土曜保育の充実のために保育士を増員す

ることにより、町内で安心して子供を産み育てることができる環境整備をさらに進めてまいりま

す。また、子育て支援室おひさまひろばを引き続き開設し、保護者のニーズに合った講座の開設

や情報発信を行います。あわせて家庭訪問等により、アウトリーチ型の支援も行ってまいります。

病児・病後児保育事業につきましては、日野病院に業務を委託することで診察から利用までの手

続の簡素化を図るなど、御利用いただきやすい仕組みを整えてまいります。 

 第３分野は、学校教育・社会教育についてでございます。令和３年度の児童生徒数は、黒坂小

学校２４名、根雨小学校４８名、日野中学校４５名の予定でございます。町を持続させるために

は、将来の日野町をつくる人材の育成が急務となっております。このため、自然、歴史文化、人

物等地域のよさを学び、郷土への愛着と誇りを醸成する学習を体系的に行うとともに、体験、探

求活動を通じて、子供たちが生まれ育った地域に貢献しようとする意欲を養うふるさとキャリア

教育を推進してまいります。また、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進

により、学校、家庭、地域が連携、協働して子供を育てるとともに、家庭教育支援体制を整備し、

保護者への支援、家庭教育の充実を図ります。また、令和２年度に整備いたしました１人１台の

タブレット端末等を活用して、一人一人の学びをより深めていけるよう授業を行うとともに、プ

ログラミング的思考の育成やＩＣＴ活用教育の推進等、未来を担う子供たちの能力を育む教育の

充実を図ります。令和５年度の義務教育学校開設に向けては、校舎建設検討、教育課程検討及び

開校準備の各委員会を引き続き開催し、準備を進めてまいります。令和３年度には、校舎の設計、
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カリキュラムの検討、校章や校歌等の募集等を計画しております。日野高校の存続につきまして

は、入学者数の減少傾向が続いており、非常に危機感を持っております。引き続き日野高校魅力

向上推進協議会を核として、日野高校の魅力向上及びその魅力の発信に努めるとともに、公設塾

まなびや縁側との連携による、ふるさとに貢献できる人材の育成等進めてまいります。さらに、

社会を生き抜く上で必要な自立、協働、創造に向けた力は、生涯を通じて身につけていく必要が

ございます。そのために町民の皆様が直面する課題や社会の多様な課題に対応した質の高い学習

機会等を充実させるとともに、学習成果が広く社会で活用されるような機会を設けてまいりたい

と考えております。 

 第４分野は、産業・雇用。まず、本町の基幹産業である農林業についてでございます。草刈り

や水路清掃などを手助けするアグリサポートひのや、農業機械バンク制度の創設、町内畜産堆肥

の散布事業など、昨年スタートを切った地域プランにより、本町の農業、農地を守る新たな一歩

を踏み出したところでございます。２年目となる来年度は、取組の質を高めつつ、地域プラン事

業のさらなる加速化を図ってまいります。また、本町農業の柱である米作りを守り育てるため、

意欲ある米作り農家を支援する助成制度を新たに創設することに加え、金持テラスひのでの農産

物の販売強化に取り組むとともに、牛舎等の改修費への助成や専門家を交えた本町和牛振興ビジ

ョンの検討など、うし年の今年、本町の畜産振興の飛躍に向けた道筋を固めてまいります。 

 次に、林業につきましては、新たな森林管理制度に基づく森林所有者への意向調査や集積計画

の作成、間伐の実施など、森林環境譲与税を活用して適切な森林整備を進めるとともに、県の林

業再生事業補助金を活用した基幹的路網整備、ナラ枯れ被害対策などに取り組んでまいります。

また、今年は本町では４０年ぶりとなる第６６回鳥取県植樹祭を滝山公園で開催し、大自然に抱

かれた本町の魅力を町内外に広くアピールします。本町の未来を切り開いていくのは人の力です。

農林振興公社の人員体制の充実をはじめ、新規ハンターや若手シイタケ生産者の確保対策、にち

なん中国山地林業アカデミーと連携した林業の担い手確保対策など、本町の農林業を支える人づ

くりを推進してまいります。 

 次に、商工業についてでございます。新型コロナウイルス感染症の影響により傷ついた地域経

済を立て直し、活力に満ちた経済と雇用の場の創出を実現するため、より一層地元商工会との連

携を強化し、取組を進めていくことが重要でございます。このため、中小企業の経営支援や事業

承継の取組のほか、地域の消費喚起を図るための飲食店スタンプラリー事業、サイクルツーリズ

ム推進事業など、地域経済活性化に取り組む地元商工会を支援するとともに、中小企業の資金繰

り支援や、起業、創業への支援など、地元商工会と一緒になって産業の活性化を図ってまいりま
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す。 

 この分野の最後に、観光業についてでございます。新型コロナウイルス感染症は、私たちの暮

らしだけでなく観光客の行動も大きく変容させました。ウィズコロナ時代にあっては、三密を避

け、きれいな空気と開放感のある癒やしを求める旅行が主流になると言われ、全国各地のキャン

プ場がにぎわうなど、その兆候も現れ始めております。自然と歴史あふれる本町は自然志向の観

光客を受け入れる絶好の適地であり、さらなる地域資源の磨き上げと情報発信の強化により、交

流人口の拡大を図ることが十分可能であると考えております。このため、鵜の池キャンプ場の観

光地化に向けて、管理棟のトイレやシャワーの改修などの環境整備を進めるほか、キャンピング

とカヌーや星空を組み合わせた着地型旅行商品づくり、サイクリング環境の整備など、アウトド

ア、アクティビティーで魅了するおもてなしの観光地づくりを推進いたします。また、たたらの

普及活動や鍛冶屋体験などを行うたたら顕彰会との取組を支援するとともに、地域住民が主体と

なって行う城下町黒坂のにぎわいづくりへの支援、持続可能なオシドリ観察小屋への転換に向け

た取組検討など、地域住民の皆様と未来を描きながら、新たな観光産業やにぎわい創出につなが

る取組を推進してまいります。 

 これら産業・雇用に関するテーマを通じて、人材、担い手の不足は非常に大きく深刻な問題で

ございます。この問題に対応するため、地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事業の

推進に関する法律に基づく日野町未来づくり事業協同組合が４月１日より稼働いたします。町内

外の若者等を雇用し、組合員である事業者に派遣することにより、繁忙期の事業者の安定した経

営を支えます。 

 第５分野は、まちづくりです。まず交通対策について、人口減少、高齢化が進む中、できるだ

け安価でより町民の皆様にとって利用しやすい移動手段の確保を目指し、４月１日から新しい生

活交通確保対策事業を開始いたします。町営バスの便のうち乗車率の低い昼間のバスを廃止し、

町営タクシー４台の導入とタクシー助成等を組み合わせることによって、玄関から玄関へのサー

ビスを低料金で提供し、高齢者等の外出を応援いたします。 

 次に、学校教育のところでも触れましたが、義務教育学校の設立に伴い、黒坂小学校、日野中

学校の跡地、建物の有効活用が望まれます。昨年立ち上げた日野町立学校跡地利用検討委員会を

中心に、町民の皆様と一緒に知恵を出し合いながら検討を進めてまいります。 

 また、運動、スポーツは豊かな心と健やかな体を育む基礎であり、伝統、文化、芸術に触れ、

地域への理解を深めることは、郷土を愛し、豊かな人間性を持った人材の育成につながるまちづ

くりの重要な要素と考えております。そこで、手軽に日常生活で取り組める運動を推奨し、運動



－18－ 

習慣づくりを進めるとともに、ソフトテニスやカヌー等、日野町の特色あるスポーツの振興に引

き続き努めてまいります。また、文化センターでの講演の実施や町民ミュージカル等への支援を

通し、芸術、文化活動を推進いたします。日野町図書館では、町内各学校図書館との連携の中で

図書の充実と読書活動を推進いたします。また、情報提供や展示等の場を設置し、住民が集う場

としての活用を進めてまいります。文化財の保存、活用につきましては、引き続き文化財保存活

用地域計画の作成に取り組んでまいります。また、歴史民俗資料館にある資料を整理し、それら

を公開展示するなどして、住民の皆様に歴史的な資料に触れていただくことについて検討してま

いります。 

 第６分野は、保健・医療・福祉についてでございます。この分野は私の公約の第１番目に掲げ

る項目であることは、さきに申し上げましたとおりでございます。令和３年度は、健康寿命の延

伸と地域支援の充実を軸に取り組んでまいります。まず、効果を実感しておりますいきいき百歳

体操をさらに全町的に浸透するため、実施団体への奨励商品券を支給するいきいき百歳体操実施

支援奨励金事業と、新規に実施される団体等に対し必要な備品購入の補助を行ういきいき百歳体

操推進事業補助金を引き続き行います。取組団体は現在３２団体ですが、令和３年度は３７団体

の実施を目標に、介護予防に取り組んでまいります。そして、特定健診やがん検診などに加え、

昨年度導入したフレイルチェックシステムを活用した健康に対する意識啓発や、地域国保データ

ベースを活用した生活習慣病重症化予防にも取り組み、介護予防と健康づくり事業の両面から健

康寿命の延伸を図ります。また、子供から高齢者の方まで、町民の皆様が安心して暮らせる町を

実現するため、地域支援協力体制の形成に努めます。令和３年度から保健師１名を増員し、地域

に出かける機会を増やします。住民の皆様の生の声を聞き、地域の課題について話し合うことに

より、人と人、人と社会がつながり、一人一人が生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らし

ていくことができる地域共生社会の実現に向けて取組を強化してまいります。 

 医療との連携、日野病院との連携では、鳥取大学医学部とも密接に関わりながら、診療、地域

の健康づくり、病児・病後児保育、学校における命を考える教室、医療、介護に従事する多職種

連携の推進など、大変広範囲に関係を持ち、住民の生活の大きな支えとして貢献していただいて

いるところでございます。特に、コロナ禍にあっては、病院職員の皆様は、御家族も巻き込んだ

感染防止に対する十分以上の注意力、緊張感の中で日々診察に当たっておられます。そのような

中、冒頭にも触れましたが、新型コロナウイルスワクチンの接種が始まりました。日野病院職員

と役場職員、そして住民の皆様が一層信頼し合いながら、コロナ以前の生活を取り戻していけた

らと切に願っているところでございます。 
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 第７分野は、防災・減災です。まず、長く懸案でございました根雨地区雨水排水対策事業、昨

年着工し、近隣の皆様には長期間の交通規制などで御不便をおかけしておりますが、いましばら

く時間をいただく必要がございます。出水期までにはとの思いがございますが、住宅や上下水道

に直接影響を及ぼす工事となりますので、安全を十分に確保し、慎重な作業が求められます。ど

うぞ、御理解と御協力をお願いいたします。また、防災行政無線のデジタル化事業も新型コロナ

ウイルス感染症の影響で資材の調達に影響が出ており、こちらも年度を繰り越しての作業になり

そうでございます。これから作業員の方が個別にお宅を訪問し、設置作業をさせていただくこと

になりますので、御協力のほどよろしくお願いいたします。そして、新たな取組として、防災・

福祉コミュニティセンターを設置し、その運営を日野ボランティア・ネットワークに委託いたし

ます。集会所などを中心とした地区、地域の防災力の点検、自助、互助といった福祉、ボランテ

ィアの観点からの助言などを通して、福祉、ボランティア、行政をつなぐ防災力の向上に努めま

す。なお、このセンターは、これまで鳥取県が担ってきた西部地震展示交流の機能、災害から得

た教訓、知識の伝承、啓発活動も継承することといたしております。そのほか、消防団員の運転

免許取得助成の仕組みを設け、消防団員の意欲向上と、将来に向けた団員の維持、確保を図りま

す。これは運転免許制度の改正やオートマチック車限定免許の普及により、消防車両を運転する

ことができない消防団員が今後増えていくことが想定されることから、消防団の機能維持のため

の制度を設けるものでございます。 

 以上、令和３年度の町政の方針について申し述べました。人口が減少していく中にあっても、

人と人とのつながりを大切にし、生きがいを持って安全で安心して暮らせる町、暮らしている人

たちが住んでよかったと思える町、将来を担う子供たちが誇りを持って未来へ引き継いでいける

まちづくりを目指して全力を尽くしていくことをお誓いし、議員各位、町民の皆様の御理解と御

協力をお願いしたいと存じます。 

○議長（小谷 博徳君） ここで休憩を入れます。再開は、議場の時計で１１時１０分に再開しま

す。休憩。 

午前１１時０１分休憩 

─────────────────────────────── 

午前１１時１０分再開 

○議長（小谷 博徳君） 会議を再開いたします。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第５ 議案第６号 から 日程第３４ 議案第３５号 
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○議長（小谷 博徳君） 日程第５、議案第６号、令和２年度日野町一般会計補正予算（第１１号）

から、日程第３４、議案第３５号、令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計予算までを一括

議題とすることに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議がないようですので、一括議題として順次説明を求めます。 

 日程第５、議案第６号、令和２年度日野町一般会計補正予算（第１１号）について、提出者の

説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第６号、令和２年度日野町一般会計補正予

算（第１１号）につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと存じます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１億３，１３３万３，０００円を減額し、歳入歳出の予算

総額を４５億８，１４８万１，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページから５

ページの第１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。全体を通じ、大幅な減額補

正となっておりますが、各事業費の確定による減額が多くを占めております。 

 歳入につきましては、申しましたように減額が大半でございますが、増額となりましたのは、

新型コロナウイルスワクチン接種に係る国庫支出金、庁舎非常用発電機更新事業に対する補助金

などでございます。 

 歳出の主な事業は、新型コロナウイルスワクチン接種事業の追加補正で、これは集団接種に係

る医師、看護師などの報償金や接種に必要な物資の購入費用、接種者の輸送のための業務委託費

などを計上しております。そのほか、各小・中学校に感染症対策の物資やリモート授業のための

器材などを配置する学校教育活動継続支援事業、公共施設等長寿命化基金積立金などを計上して

おります。 

 繰越明許費は、６ページ、第２表を御覧いただきたいと思います。令和２年度から令和３年度

に繰り越して事業を行うもので、防災行政無線デジタル化事業３億７８９万円、新型コロナワク

チン接種事業の伝染病予防事業４，５３６万９，０００円、金持朝刈１号作業道拡幅に係る林業

再生事業１，８９４万２，０００円、根雨地区浸水対策事業１億７，８２０万６，０００円など

１５事業でございます。 

 地方債の補正につきましては、７ページ、第３表、地方債補正を御覧ください。追加いたしま

すのは、減収補填債４３４万５，０００円でございます。変更いたしますのは、過疎対策事業債

１，４４０万円を増額し、限度額を１億８，０８０万円とするもの。以下、緊急防災・減災事業
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債を６，３６０万円減額、緊急自然災害防止対策事業債を２３０万円減額、臨時財政対策債を５，

８１３万７，０００円減額し、合計の限度額を８億３，６３０万円とするものでございます。 

 歳入歳出の詳細につきましては各課長から説明をさせますので、御審議いただきますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 渡部総務課長。 

○総務課長（渡部 裕之君） 議案第６号、令和２年度日野町一般会計補正予算（第１１号）につ

いて、予算に関する説明書から御説明をいたします。９ページ、１０ページの歳入歳出補正予算

事項別明細書は御覧をいただきたいと思います。 

 歳入について御説明をいたします。１１ページを御覧ください。町税、町民税、法人は、４１

万円の減額です。現年課税分について、新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例が適

用されたものを減額し、翌年度に改めて計上するものでございます。固定資産税も同様に、新型

コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例が適用され２，１８２万９，０００円の減額で、

翌年度に改めて計上いたします。利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人

事業税交付金、地方消費税交付金及び環境性能割交付金は、県の試算より増減するものでござい

ます。補正額はそれぞれに御覧をいただきたいと思います。 

 次に、交通安全対策特別交付金は、今年度交付がありませんでしたので皆減といたします。分

担金及び負担金、総務費負担金は、派遣職員の人件費確定による減額３２万円、使用料及び手数

料、総務使用料は、新型コロナウイルス感染症感染防止のため、山村開発センター及び町公舎の

使用が減少し１４万２，０００円の減額です。 

 次に、１３ページにかけて、国庫支出金、国庫負担金、民生費負担金は、特別障害者手当等給

付金負担金として、実績に応じ５３万９，０００円の減額。衛生費負担金は、新型コロナウイル

スワクチン接種費用負担金として１，０３６万円の増額です。国庫補助金、総務費補助金は、個

人番号カード交付事業費補助金１０４万３，０００円の増額。民生費補助金は障害者総合支援法

制度改正に伴うシステム改修補助金の増額、新型コロナウイルス感染防止対策事業の減額、合わ

せて２４万２，０００円の減額です。衛生費補助金は、合併処理浄化槽設置整備事業の事業費確

定による減額と新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金の増額、合わせて１，５

６１万円の増額。土木費補助金は、社会資本整備総合交付金の減額７万円。教育費補助金は、小・

中学校に係る特別支援教育就学奨励費補助金の実績見込みによる減額と学校保健特別対策事業費

補助金の配分による増額を合わせて１２３万２，０００円の増額です。 

 次に、１４ページにかけて、県支出金、県補助金、総務費補助金は、新型コロナウイルス感染
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症対策避難所特別支援事業補助金、バス生活路線運行対策費補助金、鳥取県移住定住推進交付金

など、事業の確定などによる補助金の変更を行い、合計で１２１万５，０００円の減額です。 

 民生費補助金は、新型コロナウイルス感染防止対策事業５０万円の増額、衛生費補助金は、合

併処理浄化槽設置整備事業費補助金５１万６，０００円の減額。農林水産業費補助金は、農業委

員会費補助金の増額と地籍調査事業費補助金、農地利用集積事業費交付金、多面的機能支払交付

金、環境保全型農業直接支援対策交付金、町行造林事業費補助金、林業再生事業費補助金など、

事業費の確定などによる減額、合わせて３，９３８万４，０００円の減額。商工費補助金は、新

型コロナウイルス感染症対応利子補助金、鉄道の旅魅力造成支援補助金、合わせて４万６，００

０円の増額。１５ページにかけて、教育費補助金は、特別支援学校児童生徒通学支援補助金及び

文化財保護費補助金、事業費の確定見込みによる４２９万８，０００円の減額です。 

 次に、県委託金、総務費委託金は、統計調査費委託金、事業費確定により５６万８，０００円

の減額、教育費委託金も才ノ原発掘調査事業費確定により５０万２，０００円の減額です。財産

収入、利子及び配当金は、中海テレビ放送配当金が確定し６万円の増額。不動産売払い収入は、

町行造林事業の事業繰越しに伴い５５２万４，０００円の減額。寄附金、土木費寄附金は、公共

急傾斜地崩壊対策事業の事業繰越しに伴い１８万７，０００円の減額です。繰入金、観光振興基

金繰入金は、観光案内看板作成の延期などにより３０４万円の減額。 

 １６ページにかけて、畜産振興事業基金繰入金は、基金取崩し中止により４０５万７，０００

円の減額、森林整備基金繰入金は、森林環境税関連事業及び緊急コロナ対策間伐促進事業の事業

実績見込みに合わせ２３９万８，０００円の減額です。 

 諸収入、雑入は、雇用保険自己負担及び職員健康診断自己負担金の見込みが減少したことに伴

う減額、農地中間管理事業の事業実績見込みに合わせた委託金の減額、役場庁舎の非常用発電機

更新事業に災害重要インフラ用燃料備蓄推進事業費補助金の交付が決定したことによる増額、合

わせて３，０６４万５，０００円の増額です。 

 次に、１７ページにかけて、町債でございます。総務債は１億１７９万２，０００円の減額、

内訳は臨時財政対策債が５，８１３万７，０００円の減額、皆減といたしております。生活交通

確保対策事業債、中山間地域買物福祉サービス事業債及び公共施設整備債は、いずれも事業費の

確定による減額です。減収補填債は、今年度の税収の不足を補填するため４３４万５，０００円

の増額でございます。林業債は間伐材搬出促進事業債５０万円の減額、土木債は道路新設改良事

業債及び緊急自然災害防止対策事業債、いずれも事業費の確定による減額で、合わせて３００万

円の減額であります。 
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 続いて、歳出について御説明をいたします。１８ページを御覧ください。 

 議会費は財源の振替です。 

 総務費、一般管理費は４１２万円の減額です。職員手当及び共済費の人件費は、新型コロナウ

イルス感染症対策事業や除雪作業の増加などに伴う時間外勤務手当の増額、再任用職員に係る実

績見込みによる減額など、報償費は職員研修講師謝金の実績の減、旅費及び燃料費は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響による会議、研修等の出張が大幅に減少になりましたので減額といたし

ております。光熱水費は役場庁舎空調設備の電化改修に伴い、電気料が想定したほどに増大をし

なかったために実績に合わせて減額をしたものでございます。負担金も新型コロナウイルス感染

症の影響により、町村会視察研修が中止となったため減額をするものでございます。 

 財産管理費は１，１６９万６，０００円の減額、旅費は会計年度任用職員に係る通勤手当が不

要となったもの、委託料及び工事請負費は、役場庁舎非常用発電機設備等更新事業、久住集会所

体育館改修事業、役場前電光掲示板設置工事などの事業費の確定による減額でございます。なお、

特定財源のその他３，１６６万６，０００円の増額は、役場庁舎の非常用発電機更新事業の財源

といたしまして、災害重要インフラ用燃料備蓄推進事業費補助金を地方債から振り替えたもので

ございます。 

 １９ページにかけて、企画費は２，９９７万５，０００円の減額です。報酬は集落支援員に係

る報酬、予定より任用を減じたために減額であります。職員手当は、金持テラスにぎわいづくり

コーディネーターに係る通勤手当実績見込みによる減額。報償費は地域おこし協力隊に係る報償

金、応募がなく減額です。旅費は集落支援員に係る費用弁償、実績見込みによる減額。需用費は、

町営バスの燃料費及び修繕料の実績見込みによる減額。委託料は、都合山たたら跡リーフレット、

移動販売車支援、町公民館ＬＥＤ照明設計委託料の事業費確定による減額。工事請負費は、町公

民館ＬＥＤ照明改修工事費の事業費確定による減額。負担金は、西部広域行政管理組合に係る負

担金の確定による減額。補助金は、ねう祭りや黒坂納涼まつりなど、地域自立支援事業、生活交

通タクシー助成事業、地域おこし協力隊に係る補助金を事業費確定により減額しております。 

 続いて、情報処理費は１６７万８，０００円の減額、委託料は業務サーバーのセキュリティー

バージョンアップを翌年度に実施するということにしたために減額、備品購入費はノートパソコ

ン２台購入のため予算計上をするものでございます。交通安全対策費は、コロナ感染症の影響で

交通安全啓発事業を中止したため、啓発物資の購入費６万７，０００円を減額しております。財

政調整基金費は、公共施設等長寿命化基金積立金１，４３３万７，０００円を計上いたしており

ます。２０ページにかけて、防災諸費は１，４３０万円の減額です。需用費、消耗品費及び備品
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購入費は、新型コロナウイルス感染症対策物資購入に係る事業費確定による減額、委託料は防災

行政無線デジタル化事業測量設計委託料に係る事業費確定による減額であります。 

 徴税費、賦課徴税費は、償還金、利子及び割引料、過年度修正申告の提出による還付金１３万

６，０００円の増額。 

 戸籍住民基本台帳費は１０４万３，０００円の増額で、個人番号カード関係事務委託等に係る

交付金の増額見込みに伴うものでございます。 

 選挙費、選挙啓発費は、新型コロナウイルス感染症のため研修会を実施できませんでしたので、

委員報償費１万５，０００円を減額しております。 

 統計調査費、統計調査総務費は、報酬及び需用費、消耗品とも事業費確定に合わせて５６万８，

０００円の減額といたしております。 

 次の民生費からは健康福祉課長が御説明をいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 引き続き２１ページを御覧ください。 

 民生費、社会福祉費、社会福祉総務費は６２２万３，０００円の減額です。委託料は障害者総

合支援法改正などに伴うシステム改修に係る増額、扶助費は特別障害者手当の支給見込額減及び

大学等在学生生活支援給付金支給額確定による減額、繰出金は介護保険特別会計への繰出金の減

額です。老人福祉費は１５８万２，０００円の増額です。これは後期高齢者医療保険に係る令和

元年度分療養給付費負担金の確定によるものです。 

 児童福祉費、児童福祉総務費は８２５万３，０００円の減額です。報酬、給料、職員手当及び

旅費は、代替保育士等の必要時間数が少なかったことと、病児・病後児保育室を休止しているこ

と、職員の休職による減額です。需用費、委託料、使用料及び賃借料は、病児・病後児保育事業

を休止していることによる減額、工事請負費はエアコン設置工事に係る事業費確定による減額で

す。２２ページを御覧ください。備品購入費はパソコン購入に係る実績による減額です。償還金、

利子及び割引料は、令和元年度子ども・子育て支援交付金の精算に伴い、返還金が生じたもので

す。 

 次に、衛生費、保健衛生総務費は７７４万７，０００円の減額です。負担金、補助及び交付金

は、地域医療人材確保補助金の減額、繰出金は簡易水道特別会計繰出金の減額です。なお、国庫

支出金２，３９５万９，０００円は、日野病院発熱外来棟建設に係る負担金の財源として、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に振り替えるものです。 

 予防費は２，６２６万４，０００円の増額です。これは全て新型コロナウイルスワクチン接種
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に係る予算計上です。報酬は会計年度任用職員報酬、職員手当等は土日の集団接種に係る職員の

時間外勤務手当など。共済費は会計年度任用職員に係る社会保険掛金及び雇用保険掛金。報償費

はワクチン接種に係る医師、看護師などへの謝礼。需用費はワクチン接種会場で必要な消耗品、

接種券送付用封筒に係る印刷製本費など。委託料はワクチン接種会場までのバス、タクシー運行

に係る委託料です。２３ページを御覧ください。使用料及び賃借料は、集団接種会場の使用料及

び医師送迎に係るタクシー借り上げ料、備品購入費は集団接種時に使用するプリンターを計上し

ております。保健事業費は２０３万７，０００円の減額、会計年度任用職員の退職に伴う報酬等

の減額です。環境衛生費は３７１万９，０００円の減額、三町衛生施設組合へのし尿処理負担金

の減額、合併処理浄化槽設置補助金の減額です。 

 清掃費、じんかい処理費は２０６万１，０００円の減額、三町衛生施設組合へのごみ処理負担

金の減額です。 

 次の農林水産業費からは産業振興課長が説明いたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 引き続き、２３ページから２４ページにかけて御覧ください。 

 農林水産業費、農業費、農業委員会費は１３万円の減額です。農業委員会会長の出張旅費の減

額です。農業総務費は３０５万６，０００円の減額です。農業集落排水事業特別会計への繰出金

の減額です。次に、農業振興費は１，３７６万９，０００円の減額です。給料、職員手当等、共

済費は、鳥獣被害対策協議会の実施隊員未採用による減額。報償費は農地利用最適化協力員の活

動実績減による減額。負担金、補助及び交付金は、町農林振興公社の機械購入補助の入札減、中

山間直接支払い制度の協定の取組面積減などによる減額です。次に、畜産業費は５８５万１，０

００円の減額です。報償費は、地域おこし協力隊の未採用による減額。負担金、補助及び交付金

は、和牛増頭支援事業の実績減などによる減額です。次に、農地費は１，９８６万８，０００円

の減額です。これは、地籍調査事業の確定に伴う報償費、需用費、委託料、補償金の減額です。 

 ２５ページに移りまして、林業費、林業総務費は２３８万４，０００円の減額です。国のコロ

ナ対策交付金を活用して行った宝仏山登山道整備事業や、搬出間伐事業の実績減による報償費、

補助金の減額です。林業振興費は１，４６８万円の減額です。大谷２号線補強工事、朝刈１号線

拡幅工事の施工延長減に伴う測量設計委託料、工事請負費の減額、森林組合が導入したハーベス

ターの入札減による補助金の減額などです。次に、林道開設費は９万８，０００円の増額です。

広域基幹林道宝仏山線への林道開設費の実績見込み増に伴う県負担金の増額です。 

 次に、商工費、商工費、商工総務費は４５４万１，０００円の減額です。国のコロナ交付金を
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活用して行った商品券事業や飲食店スタンプラリー事業の実績減に伴う補助金、交付金の減額な

どです。次に、２６ページにかけて、観光費は５４４万円の減額です。これは、コロナ禍におけ

るイベント縮小、インバウンド用観光リーフレットや観光案内看板の作成中止による報償費、需

用費、役務費、委託料の減額。観光施設に導入したＡＩサーモセンサーや空気清浄機の入札減に

よる備品購入費の減額、リバーサイドひの指定管理者に対する自転車購入補助の実績減による補

助金の減額です。 

 次の土木費からは建設水道課長が御説明いたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 次に、土木費、土木管理費、土木総務費は１，２１３万９，０

００円の増額です。職員手当、共済費は人事異動に伴う減額。工事請負費は普通河川応急工事の

事業費確定による減額です。繰出金は公共下水道事業特別会計への繰出金です。 

 道路橋梁費、道路維持費は１６５万５，０００円の減額です。報酬、職員手当、共済費、旅費

は会計年度任用職員の実績によるものです。備品購入費は入札減による減額です。補償、補填及

び賠償金は、町道下黒坂線改修工事に係る下水道管移設補償金の確定により減額するものです。

橋梁維持費は４７万円の減額です。委託料は道路橋梁点検業務委託料の事業費確定による減額で

す。道路新設改良費は、財源振替です。町道下黒坂線道路改良事業を繰越事業として実施するた

め財源を振り替えるものです。 

 住宅費、住宅建設費は１４６万円の増額です。これは、若者向け住宅の境界フェンスをメッシ

ュフェンスから目隠しフェンスに変更するため、工事請負費の増額です。 

 次に、消防費、非常備消防費は、新型コロナウイルス感染症の影響による操法大会等の中止に

より、消防団員への費用弁償１８９万７，０００円の減額です。 

 次の教育費からは教育課長が説明します。 

○議長（小谷 博徳君） 砂流教育課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） ２８ページを御覧ください。教育費、教育総務費、教育委員会費は

６万８，０００円の減額です。これは教育委員研修会が中止となったことによる旅費の減額によ

るものです。事務局費は７２１万６，０００円の減額です。報酬、職員手当、共済費は、特別支

援学校児童生徒通学支援事業の日数減によるものです。旅費は、同じく特別支援学校児童生徒通

学支援事業の日数減と、全国規模の会議が中止あるいはオンラインとなったことによる減額です。

需用費は、同じく特別支援学校児童生徒通学支援事業の日数減と、コロナなどにより青パトを中

止したことによる燃料費の減額です。役務費、備品購入費は、タブレット端末導入の事業額が確
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定したことによる電話料、手数料及び教材備品費の減額です。委託料は、授業の中止、縮小に伴

う町営バス使用料の減額、使用料及び賃借料は、同じく事業の中止、縮小に伴うバス借り上げ料

の減額と、タブレット端末導入の事業額確定による減額です。 

 ２８ページ下段から２９ページにかけて、小学校費、学校管理費は２８８万５，０００円の減

額です。旅費は会計年度任用職員の雇用実態による費用弁償の減額です。需用費は、新型コロナ

ウイルス感染症対策に係る消耗品費の増と、施設の省エネ化、プール使用日数減などによる光熱

水費等の減です。工事請負費は根雨小学校体育館スロープなどの工事に係る事業費確定による減

額です。備品購入費は、新型コロナウイルス感染症対策に係る学校用備品費の増額です。教育振

興費は３５万円の増額です。報償費、需用費及び備品購入費は新型コロナウイルス感染症対策に

係るもの、扶助費は当初見込みよりも対象児童が増えたことによる増額です。 

 中学校費、学校管理費は１０３万２，０００円の減額です。需用費は新型コロナウイルス感染

症対策に係る消耗品費の増と電気料の減。備品購入費は学校用備品の入札減です。教育振興費は

１６７万７，０００円の減額です。報償費は部活動外部指導者の指導回数が計画よりも少なかっ

たことによる減、需用費は生徒用教材の執行が計画よりも少なかったことによる減、備品購入費

は新型コロナウイルス感染症対策に係る教材用備品費の増額です。３０ページを御覧ください。

負担金、補助及び交付金は、修学旅行の中止、全国大会の中止等による補助金の減額です。 

 社会教育費、社会教育総務費は４万円の減額です。これは、菅福食文化伝承館豆腐圧搾機更新

に伴う事業費確定による減額です。公民館費は８２万９，０００円の減額です。職員手当等は会

計年度任用職員の雇用実態による通勤手当の減額、報償費及び需用費は、事業の中止、縮小によ

る減額です。文化財保護費は４５４万２，０００円の減額です。需用費、役務費、委託料、使用

料及び賃借料は、才ノ原たたら跡発掘調査に係る費用の減額。負担金、補助及び交付金は、近藤

家住宅自動火災報知設備設置工事費確定に伴う補助金の減額です。文化センター費は１６４万５，

０００円の減額です。職員手当は、会計年度任用職員の雇用実態による通勤手当の減額、需用費

は、事業の中止、縮小による燃料費の減額です。３１ページ、図書館費は１９０万円の減額です。

委託料、使用料及び賃借料は、図書館情報システム更新に伴う入札及びシステム移行による減額。

備品購入費は図書館用備品の入札減です。 

 保健体育費、体育総務費は５８万７，０００円の減額です。報償費、役務費、負担金、補助及

び交付金は、事業の中止、縮小による減。需用費は、野田テニスコート修繕に係る事業費確定に

よる減額です。 

 次に、公債費は、平成２１年度に借り入れた臨時財政対策債の利率見直しに伴い、元金、利子
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ともに変更となったため、それぞれ増減を行うもので、合わせて１２万１，０００円の減額です。 

 以上が令和２年度一般会計補正予算（第１１号）の提案説明でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第６、議案第７号、令和２年度日野町介護保険特別会計予算（第３

号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第７号、令和２年度日野町介護保険特別会

計補正予算（第３号）について、御説明いたします。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１２万２，０００円を減額し、歳入歳出の予算総額を７億

１，４２０万円とするものでございます。補正額等は、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正を

御覧いただきたいと思います。 

 詳細につきましては健康福祉課長から説明をさせますので、御審議いただきますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 先ほど、議案第７号、令和２年度日野町介護保険特別会計予算と申しま

したが、正確には日野町介護保険特別会計補正予算（第３号）と訂正をさせていただきます。 

 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第７号、令和２年度日野町介護保険特別会計補正予算（第

３号）について、御説明いたします。議案書の３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧

いただきたいと思います。 

 ４ページ、歳入でございます。国庫支出金、国庫補助金、地域支援事業交付金（包括的支援事

業・任意事業）は４万６，０００円の減額です。これは、生活支援体制整備事業の事業費減に伴

うものです。また、介護予防・日常生活支援総合事業は２，０００円の減額です。これは総合事

業の事業費減に伴うものです。県支出金、県補助金、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任

意事業）は２万３，０００円の減額です。これは事業費の減に伴うものです。繰入金、一般会計

繰入金、地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）は２万３，０００円の減額です。こ

れは事業費の減に伴うものです。基金繰入金、介護給付費準備基金繰入金は、生活支援体制整備

事業費の事業等の事業費の減に伴い繰入金を２万８，０００円減額するものです。 

 続きまして、５ページ、歳出でございます。地域支援事業費、介護予防・生活支援サービス事

業費は３０万８，０００円の増額です。これは、要支援認定の方に対する訪問・通所サービス負

担金の増です。介護予防ケアマネジメント事業費は、予定していた研修が中止されたことに伴い、

手数料を６万４，０００円減額するものです。次に、一般介護予防事業費は２４万６，０００円
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の減額です。これは、会計年度任用職員に係る費用弁償及び新型コロナウイルス感染症の影響に

より、リハビリ専門職を地域に派遣することができなかったことにより、事業委託料を減額する

ものです。生活支援体制整備事業費は１２万円の減額です。これは、会計年度任用職員に係る費

用弁償を減額するものです。説明は以上でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第７、議案第８号、令和２年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第

４号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第８号、令和２年度日野町簡易水道特別会

計補正予算（第４号）につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと存じま

す。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ３５４万９，０００円を減額し、予算総額を１億１，８６

９万３，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正

を御覧いただきたいと思います。 

 繰越明許費は、３ページ、第２表を御覧ください。令和２年度から令和３年度に繰り越して事

業を行うもので、根雨地区浸水対策事業に伴う水道管移設工事３，９８６万７，０００円でござ

います。 

 歳入歳出の詳細につきましては建設水道課長より説明させますので、御審議いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第８号、令和２年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第

４号）について、御説明いたします。議案書の５ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧

ください。 

 続きまして、６ページ、歳入です。繰入金、一般会計繰入金は２４万７，０００円の減額です。

次に、諸収入、雑入は３３０万２，０００円の減額です。根雨地区浸水対策事業に伴う水道管移

設工事の実績により減額するものであります。 

 続きまして、歳出です。総務費、一般管理費は３５４万９，０００円の減額です。水質検査委

託料、根雨地区浸水対策事業に伴う測量設計委託料、工事請負費の減です。説明は以上でありま

す。 

○議長（小谷 博徳君） それでは、午前の部をこれで会議を終わりたいと思いますが、よろしい

でしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）じゃあ、午前の会議はこれをもって終わります。午後は１
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時１５分より再開をいたします。 

午前１１時５３分休憩 

─────────────────────────────── 

午後 １時１５分再開 

○議長（小谷 博徳君） 会議を再開いたします。 

 日程第８、議案第９号、令和２年度日野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

て、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第９号、令和２年度日野町公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと

思います。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１，０４３万９，０００円を減額し、予算総額を１億２，

６６８万円とするものでございます。補正額は、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正を御覧い

ただきたいと思います。 

 繰越明許費は、３ページ、第２表を御覧ください。令和２年度から令和３年度に繰り越して事

業を行おうとするもので、根雨地区浸水対策事業に伴う下水道管移設工事１，０２３万９，００

０円であります。 

 地方債の補正につきましては、４ページ、第３表、地方債補正を御覧ください。過疎対策事業

債を２，１４０万円減額し、合計限度額を２０万円とするものでございます。 

 歳入歳出の詳細につきましては建設水道課長より説明させますので、御審議いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第９号、令和２年度日野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）について、御説明いたします。５ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧く

ださい。 

 続きまして、６ページ、歳入です。使用料及び手数料、公共下水道使用料は１１１万４，００

０円の増額です。使用料の実績見込みによるものです。国庫支出金、公共下水道費補助金は２９

１万８，０００円の減額で、ストックマネジメント基本計画策定業務の額の確定により減額する

ものです。繰入金、一般会計繰入金は１，２７８万４，０００円の増額です。町債、一般会計債

は過疎対策事業債を２，１４０万円の減額です。諸収入、雑入は１万９，０００円の減額で、根
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雨地区浸水対策事業に伴う下水道管移設工事の実績による減額です。 

 続きまして、７ページ、歳出です。下水道費、総務費は８０６万３，０００円の減額、これは

ストックマネジメント基本計画作成委託の実績による減額、公課費は消費税、確定申告の実績に

よる減額です。施設管理費は２３７万６，０００円の減額であります。需用費は電気料の実績に

よる減額、委託料は汚泥収集運搬委託料の実績による減額、工事請負費は下水道管移転工事等の

実績により減額するものです。説明は以上であります。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第９、議案第１０号、令和２年度日野町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第１号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１０号、令和２年度日野町農業集落排水

事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきた

いと存じます。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ１２７万１，０００円を減額し、予算総額を３，９３５万

９，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページ、第１表、歳入歳出予算補正を御

覧いただきたいと思います。 

 詳細につきましては建設水道課長より説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第１０号、令和２年度日野町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）について、御説明いたします。議案書の３ページ、歳入歳出補正予算事項別明

細書は御覧ください。 

 続きまして、４ページ、歳入です。使用料及び手数料、農業集落排水使用料は１７８万５，０

００円の増額です。使用料の実績見込みによるものです。繰入金、一般会計繰入金は３０５万６，

０００円の減額です。 

 続きまして、歳出です。総務費、施設管理費は１２７万１，０００円の減額です。需用費は電

気料の実績見込みによる減額、委託料は汚泥収集運搬委託料の実績による減額、工事請負費はマ

ンホールポンプ修繕工事の実績により減額するものです。説明は以上であります。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１０、議案第１１号、日野町議会議員及び日野町長の選挙におけ

る選挙運動の公費負担に関する条例の制定について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 
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○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１１号、日野町議会議員及び日野町長の

選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について、御説明申し上げます。 

 これは、公職選挙法の一部を改正する法律が成立、公布されたことに伴い、町議会議員選挙、

町長選挙においても、選挙運動用自動車の使用料及び選挙運動用ビラ、ポスターの作成費を公費

で負担することができることとなったため、その費用を町が負担するよう条例を制定するもので

ございます。 

 詳細につきましては総務課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願いい

たします。 

○議長（小谷 博徳君） 渡部総務課長。 

○総務課長（渡部 裕之君） 議案第１１号、日野町議会議員及び日野町長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の制定について、御説明をいたします。議案書２ページ、条例の制定

が必要な理由と概要を御覧をいただきたいと思います。 

 条例の内容でございます。公費負担の対象となるのは、選挙運動用自動車の使用に係る経費、

選挙運動用ビラの作成経費、そして掲示用ポスターの作成経費になります。 

 まず、選挙運動用自動車の使用に係る経費について、一般乗用、旅客自動車運送業者との契約

によるハイヤー方式については、その限度額を１日当たり３万５，８６０円といたします。ハイ

ヤー方式以外の個別契約による自動車借入れの場合は、その負担限度額を自動車借入契約におい

ては１日当たり１万５，８００円、燃料供給契約においては１日当たり７，５６０円、運転手雇

用契約においては１日当たり１万２，５００円とし、合計額がハイヤー方式と同額の３万５，８

６０円となるよう設定をいたしております。 

 次に、選挙運動用ビラの作成経費につきましては、議会議員選挙にあっては限度枚数を１，６

００枚、町長選挙にあっては限度枚数を５，０００枚として、１枚当たり７円５１銭に設定をい

たしております。掲示用ポスターの作成経費につきましては、１枚当たり１，２００円を限度額

として、町ポスター掲示場設置分の枚数までを対象といたします。 

 条例の施行期日は、公布の日とするものでございます。以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１１、議案第１２号、日野町会計年度任用職員の給与及び費用弁

償に関する条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１２号、日野町会計年度任用職員の給与

及び費用弁償に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。 
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 これは、日野町職員の分限に関する条例第５条第２項に規定するところにより、日野町会計年

度任用職員が地方公務員法第２８条第２項に規定する事由により休職された場合、この期間に係

る給与について支給しない旨、条例改正を行うものであります。 

 なお、この条例は公布の日から施行するものです。御審議いただきますようよろしくお願いい

たします。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１２、議案第１３号、日野町特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１３号、日野町特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。 

 これは、日野町農業委員会の会長、職務代理及び委員並びに農地利用最適化推進委員の報酬月

額について改定を行うものであります。 

 詳細につきましては産業振興課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 議案第１３号、日野町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正について、御説明いたします。議案書の２ページ、事業概要書

を御覧ください。 

 高齢化による荒廃農地対策など、農業委員会活動の重要性がますます高まる中、本来の農業委

員会活動のほか、本年度スタートした地域プラン事業など農業委員会活動が多岐にわたっている

ことに鑑み、報酬の改正を行うものです。改正の内容は農業委員会の会長、職務代理及び委員並

びに農地利用最適化推進委員の報酬月額について、それぞれ６，０００円を引き上げるものです。

なお、増額分の財源につきましては、国の交付金を充てることとしております。 

 施行日は令和３年４月１日です。なお、３ページは改正前後の対照表となっておりますので御

覧ください。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１３、議案第１４号、日野町農村情報連絡（防災行政無線）施設

の設置及び管理に関する条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１４号、日野町農村情報連絡（防災行政

無線）施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。 
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 これは、日野町防災行政無線施設の更新に伴い、施設の設置場所の追加変更等、所要の改正を

行うものでございます。 

 詳細につきましては総務課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願いい

たします。 

○議長（小谷 博徳君） 渡部総務課長。 

○総務課長（渡部 裕之君） 議案第１４号、日野町農村情報連絡（防災行政無線）施設の設置及

び管理に関する条例の一部改正について、御説明を申し上げます。議案書の２ページ、改正が必

要な理由と概要を御覧をいただきたいと思います。 

 改正の内容についてでございますが、１点目は、屋外拡声受信機の名称を屋外拡声子局に改め、

鳥取西部農協日野支所の敷地内に設置する同子局を役場庁舎屋上に移転、新設するものでござい

ます。 

 ２点目は、防災行政無線方式をデジタル化することに伴いまして、親局からの電波が届きにく

い地域の戸別受信機に電波を再送信する再送信子局が必要になります。これを設置する３か所、

板井原、久住、諏訪、これは住居表示は福長でございますけれども、これを設置するものでござ

います。 

 ３点目は、戸別受信機を設置する場所として、従来、町内に住所を有する世帯及び町内の公共

的機関としておりましたけれども、これに事業所及び集落集会所を加え、これらの者にも戸別受

信機１台に限り無償で貸与をし、設置することを明記をいたしました。なお、防災緊急時の連絡

のため複数台の設置が特に必要であると認められるときには、２台目以降につきましても無償で

貸与できるという規定も加えております。 

 この条例の施行期日は公布の日とするものでありますけれども、屋外拡声子局及び再送信子局

の設置場所の規定変更につきましては、新しい防災行政無線施設の稼働に併せて、別途規則で定

めるものでございます。説明は以上でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１４、議案第１５号、日野町営バス購入等基金条例の一部改正に

ついて、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１５号、日野町営バス購入等基金条例の

一部改正について、御説明申し上げます。 

 これは、１月臨時議会で議決をいただき、令和３年４月１日から施行することとなりました日

野町営バスの管理及び運行に関する条例の改正に伴い、日野町営バス購入等基金条例の件名を日
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野町営交通車両購入等基金条例に改め、条文中の町営バスの文言を町営交通車両に改めるもので

ございます。 

 施行期日は令和３年４月１日です。御審議いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１５、議案第１６号、日野町造林基金の設置に関する条例の廃止

について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程いただきました議案第１６号、日野町造林基金の設置に関

する条例の廃止について、御説明申し上げます。 

 町有林の造林事業の推進を目的として昭和３９年に設置した日野町造林基金について、基金を

廃止したいので、表記の条例を廃止するものでございます。 

 詳細につきましては産業振興課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 議案第１６号、日野町造林基金の設置に関する条例の廃止につ

いて、御説明いたします。議案書の２ページ、事業概要書を御覧ください。 

 林業産業の発展を目指した林業基本法が制定された昭和３９年、本町においても町有林の造林

事業の推進を目的に本基金を設置し、平成２１年度まで本基金を財源に事業実施を図ってまいり

ました。しかしながら、国の補助金制度の充実や利用間伐による収入増等により、１０年以上に

わたって本基金を活用することなく造林事業を行ってきており、また、平成３１年４月には森林

環境譲与税を財源とした日野町森林整備基金を創設し、森林整備を進めているところです。 

 このようなことから、本基金は所期の目的を達成し、今後、国及び県の補助金や日野町森林整

備基金を活用するなどして造林事業に取り組むため、本基金を廃止しようとするものです。 

 なお、本条例は令和３年４月１日から施行し、造林基金残高については全額一般会計へ繰り入

れます。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１６、議案第１７号、日野町畜産振興事業基金条例の廃止につい

て、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１７号、日野町畜産振興事業基金条例の

廃止について、御説明申し上げます。 

 肉用牛や乳牛の繁殖、改良などに取り組む畜産農家の無利息貸付資金として平成２３年に創設
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した日野町畜産振興事業基金について、基金を廃止したいので、表記の条例を廃止するものでご

ざいます。 

 詳細につきましては産業振興課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 議案第１７号、日野町畜産振興事業基金条例の廃止について、

御説明いたします。議案書の２ページ、事業概要書を御覧ください。 

 本基金は、肉用牛や乳牛の繁殖、改良などに取り組む畜産農家の無利息貸付資金として平成２

３年４月に創設したものでありますが、畜産農家が年々減少する中、これまでの利用実績は僅か

８件であり、とりわけ平成２７年６月以降は利用がない状況であります。また、畜産農家への聞

き取りを行ったところ、今後の利用も見込まれない上、ＪＡにおいても同様な貸付制度を有する

ことから、本基金は所期の目的を達成したものであり廃止するものです。 

 なお、本条例は令和３年４月１日から施行し、基金残高については全額一般会計へ繰り入れま

す。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１７、議案第１８号、日野町被災者住宅再建等支援条例の一部改

正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１８号、日野町被災者住宅再建等支援条

例の一部改正について、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 これは、被災者生活再建支援法の一部改正により、被災者生活再建支援金の支給対象に中規模

半壊の世帯を加えるよう制度が拡大されました。それに伴い、鳥取県被災者住宅再建等支援条例

の一部が改正されましたので、関係するこの条例に所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては総務課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（小谷 博徳君） 渡部総務課長。 

○総務課長（渡部 裕之君） 議案第１８号、日野町被災者住宅再建等支援条例の一部改正につい

て、御説明をいたします。議案書の２ページ、改正が必要な理由と概要を御覧いただきたいと思

います。 

 改正の内容についてです。１点目は、被災者生活再建支援法に基づく被災者生活再建支援金の

支給対象に中規模半壊の世帯を加えるよう制度が拡大されたことに伴い、日野町被災者住宅再建
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等支援金の対象事業のうち、半壊した居宅に代わる住宅の建設または購入の対象者を、半壊世帯

のうち国の支援金の支給の対象とならないものの世帯主または当該居宅の所有者とするものでご

ざいます。 

 ２点目は、給付金の対象事業の交付基準額を、国の支給金の支給の対象となる場合にあっては、

当該金額から国の支援金の支給の対象となる額を控除した額、ただし、その額が零円を下回る場

合にあっては零円とするものであります。 

 ３点目は、鳥取県被災者住宅再建等支援条例の制度拡充に併せ、一部損壊世帯の居宅に代わる

住宅を建設または購入する場合、基準額を３０万円として交付するよう新たに定めるものでござ

います。 

 改正の施行期日は、公布の日からとするものでございます。制度の詳細につきましては、３ペ

ージのほうに資料をつけておりますので、また御覧をいただきたいと思います。以上でございま

す。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１８、議案第１９号、日野町国民健康保険条例の一部改正につい

て、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第１９号、日野町国民健康保険条例の一部

改正について、御説明いたします。 

 これは、新型コロナウイルス感染症に係る対策の推進を図るため、新型インフルエンザ等対策

特別措置法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、関係するこの条例に所要の改正を

行うものでございます。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第１９号、日野町国民健康保険条例の一部改正について、

御説明いたします。議案書の２ページ、改正が必要な理由と概要を御覧いただきたいと思います。 

 まず、条例改正の背景及び趣旨ですが、現下の新型コロナウイルス感染症に係る対策を推進す

るため、令和３年２月１３日に施行された新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正

する法律に伴い、当該改正により削除された条文を引用している日野町国民健康保険条例中の規

定について、所要の改正を行うものです。 

 改正の内容は、条例第１８条中、「新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３
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１号）附則第１条の２に規定する新型コロナウイルス感染症」を、「新型コロナウイルス感染症（病

原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルス（令和２年１月に、中華人民共和国から世界保

健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限る。）である感染症

をいう。以下同じ。）」に改めるもので、この条例の施行期日を公布の日からとするものでござい

ます。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１９、議案第２０号、日野町介護保険条例の一部改正について、

提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程いただきました議案第２０号、日野町介護保険条例の一部

改正について、御説明申し上げます。 

 これは、第８期介護保険事業計画に基づき、令和３年度から５年度までの介護保険料額の改正

を行うものでございます。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第２０号、日野町介護保険条例の一部改正について、御説

明申し上げます。議案書の２ページ、改正が必要な理由と概要を御覧いただきたいと思います。 

 この条例改正は、令和３年度から５年度までの第８期介護保険事業計画の策定に基づき介護保

険料額の改定を行うもので、第５段階である保険料基準額を年額８万９，５００円から８万２，

３００円に、月額７，４５９円から６，８５９円に見直すものでございます。各段階ごとの保険

料額は一覧表に記載したとおりです。保険料基準額の改正に伴い、第１段階から第３段階の保険

料軽減後の保険料を、第１段階保険料年額２万４，６９０円、第２段階保険料年額４万１，１５

０円、第３段階保険料年額５万７，６１０円に改めます。 

 また、介護保険法施行令の一部を改正する政令により、基準所得額を、第７段階において１２

０万円以上２００万円未満であったところを１２０万円以上２１０万円未満に、第８段階におい

て２００万円以上３００万円未満であったところを２１０万円以上３２０万円未満に、第９段階

において３００万円以上であったところを３２０万円以上に改めます。改正の詳細は、３ページ

からの改正本文を御覧いただきたいと思います。 

 本改正の施行期日は令和３年４月１日とし、令和２年度以前の年度分の保険料については、な

お従前の例によることとします。説明は以上でございます。 
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○議長（小谷 博徳君） 日程第２０、議案第２１号、日野町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２１号、日野町指定地域密着型サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、御説明いたします。 

 これは、介護保険法施行規則及び指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める基準の改正に伴い、関係するこの条例に所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第２１号、日野町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、御説明申し上げます。議案書の２

ページ、概要書を御覧いただきたいと思います。 

 条例改正の理由ですが、令和３年４月１日に施行されます介護保険法施行規則及び指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める基準の改正に伴い、関係条例を

改正するものです。基準省令改正により改正する従うべき基準の条項につきましては、基準省令

とは異なる内容を定めることは基本的にはできないこととされていますので、改正省令どおりに

条例を改正するものです。 

 改正の詳細について、概要書２ページ下段を御覧ください。まず、１番目、介護人材の確保、

介護現場の業務効率化及び負担軽減です。他業務との兼務を認めるなど人員基準の緩和、グルー

プホームのユニット数を現行の２から３まで認めることができること、ハラスメント対策の強化

などが追加改正されます。 

 概要書３ページ下段を御覧ください。感染症や災害対応力強化です。感染症対策の強化、業務

継続に向けた取組の強化等、避難訓練等への地域住民との連携について追加されます。 

 ３番目、地域包括ケアシステムの推進です。認知症介護基礎研修の受講の義務づけなどが追加

されます。 

 ４番目、自立支援・重度化防止の取組の推進です。介護保険関連情報を活用した介護サービス

のＰＤＣＡサイクルの推進などが追加されます。 

 ５ページを御覧ください。その他です。高齢者虐待防止の推進を図るための委員会の開催、研

修の実施、これらを実施するための担当者を定めることの義務づけなどが追加されます。なお、
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具体的な条例改正部分については、概要書に条例番号を明示してありますので、御覧いただきた

いと思います。 

 最後に、本改正の施行日は令和３年４月１日からといたします。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２１、議案第２２号、日野町鵜の池管理棟の設置及び管理に関す

る条例の廃止について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２２号、日野町鵜の池管理棟の設置及び

管理に関する条例の廃止について、御説明いたします。 

 これは、議案第２３号で日野町鵜の池公園キャンプ場の設置及び管理運営に関する条例を定め、

キャンプ場と管理棟を一体として管理するため、鵜の池管理棟のみの設置及び管理に関して定め

ているこの条例を廃止するものでございます。 

 詳細につきましては産業振興課長より説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 議案第２２号、日野町鵜の池管理棟の設置及び管理に関する条

例の廃止について、御説明いたします。議案書の２ページ、事業概要書を御覧ください。 

 本町が誇る自然公園である鵜の池公園につきましては、平成７年３月に公園内の管理棟を公の

施設と位置づけ、町がその管理を行ってまいりました。このような中、新型コロナウイルス感染

症の影響により、社会情勢の変化に伴い、人々の観光に対する価値観が大きく変わり、密を避け

て自然を楽しむ観光の注目度が全国的に高まっています。そこで、本町においても新しい時代に

対応した観光誘客に取り組むため、公園内のキャンプ場を公の施設と位置づけ、管理棟を含めて

本町の体験型・滞在型観光の拠点として管理運営を行うことから、鵜の池管理棟のみの設置及び

管理に関して定めている本条例を廃止するものです。 

 なお、施行日は令和３年４月２４日です。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２２、議案第２３号、日野町鵜の池公園キャンプ場の設置及び管

理運営に関する条例の制定について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２３号、日野町鵜の池公園キャンプ場の

設置及び管理運営に関する条例の制定について、御説明いたします。 

 これは、鵜の池キャンプ場を自然や歴史あふれる日野町の体験型・滞在型観光の拠点として整
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備することにより、交流人口の拡大を図るため条例を整備するものでございます。 

 詳細につきましては産業振興課長より説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 議案第２３号、日野町鵜の池公園キャンプ場の設置及び管理運

営に関する条例の制定について、御説明いたします。議案書の２ページ、事業概要書を御覧くだ

さい。 

 ウィズコロナ時代に対応した新たな観光誘客を推進するため、鵜の池公園内にあるキャンプ場

を公の施設として位置づけ、本町の体験型・滞在型観光の拠点として管理運営するため、本条例

を制定しようとするものです。 

 内容としましては、管理運営は町が行い、一部を管理運営委託することができるほか、開設期

間は通年とし、管理運営上必要があるときは閉鎖期間を設けることができること。また、キャン

プ場のフリーサイトは１区画２，５００円、車寄せサイトは３，５００円、管理棟研修室は現在

と同額の１時間当たり５００円とし、キャンプサイトや管理棟の使用料を定めます。なお、この

使用料については、町民の皆様が使用される場合には半額とすることとしております。 

 本条例の施行日は、町内外への周知期間等を勘案し、５月の大型連休前の令和３年４月２４日

から施行したいと考えております。なお、３ページ以降は条例全文ですので御覧ください。説明

は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２３、議案第２４号、日野町営住宅設置及び管理に関する条例の

一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２４号、日野町営住宅設置及び管理に関

する条例の一部改正について、御説明申し上げます。 

 一人でも多くの若者にこの町に住んでほしい、この思いから、野田地区に新しく若者向け住宅

を建設いたしました。完成いたしましたので、この条例に登載し、使用に供するものでございま

す。 

 詳細につきましては建設水道課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第２４号、日野町営住宅設置及び管理に関する条例の一部
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改正について、御説明申し上げます。議案書の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 背景及び趣旨は、野田地区に新しく建設している若者向け住宅について、町が設置及び管理す

る住宅として、条例の所要の改正を行うものであります。 

 改正内容といたしましては、別表第３条関係において、建設年度、令和２年度、所在地といた

しまして日野町野田３３９番地１、構造別といたしまして木造瓦ぶき二階建て、家賃月額３万２，

０００円、戸数４戸。備考といたしまして、４戸建て１棟を追加するものです。 

 附則としまして、この条例は公布の日から施行するものであります。詳細は議案書を御覧いた

だきたいと思います。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２４、議案第２５号、日野町小集落改良住宅の設置及び管理に関

する条例の一部改正について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程いただきました議案第２５号、日野町小集落改良住宅の設

置及び管理に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。 

 現在、管理しております小集落改良住宅のうち、老朽化した２棟４戸について供用を廃止した

いので、該当する住宅を条例から削除するものでございます。 

 詳細につきましては建設水道課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 失礼します。議案第２５号、日野町小集落改良住宅の設置及び

管理に関する条例の一部改正について、御説明申し上げます。議案書の２ページを御覧いただき

たいと思います。 

 背景及び趣旨は、現在管理している小集落改良住宅７戸のうち、２棟４戸を老朽化により廃止

するため、条例の所要の改正を行うものであります。 

 改正内容としまして、別表第３条関係より昭和４９年度建設の２棟４戸の改良住宅を削除する

ものであります。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものであります。詳細は議案書を御覧

いただきたいと思います。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２５、議案第２６号、日野町非常勤消防団員に係る退職報償金の

支給に関する条例の廃止について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 
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○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２６号、日野町非常勤消防団員に係る退

職報償金の支給に関する条例の廃止について、御説明申し上げます。 

 これは、消防団員に対する退職報償金の支給事務が鳥取県町村総合事務組合に移管され、県下

町村の事務を一元的に共同処理することとなったため、この条例を廃止するものでございます。 

 なお、条例廃止の施行期日は、令和３年４月１日であります。御審議いただきますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２６、議案第２７号、日野町消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じ

ゅつ金条例の廃止について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２７号、日野町消防賞じゅつ金及び殉職

者特別賞じゅつ金条例の廃止について、御説明申し上げます。 

 これは、消防団員に対する賞じゅつ金の支給事務が鳥取県町村総合事務組合に移管され、県下

町村の事務を一元的に共同処理することとなったため、この条例を廃止するものでございます。 

 なお、条例廃止の施行期日は、令和３年４月１日でございます。御審議いただきますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第２７、議案第２８号、令和３年度日野町営土地改良事業経費の賦

課基準並びにその徴収時期及び方法について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第２８号、令和３年度日野町営土地改良事

業経費の賦課基準並びにその徴収時期及び方法について、御説明申し上げます。 

 これは、令和３年度に実施する日野町営土地改良事業４事業に関し、受益者に対する経費の賦

課基準、その徴収時期と徴収方法について定めるものであります。 

 詳細につきましては産業振興課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 議案第２８号、令和３年度日野町営土地改良事業経費の賦課基

準並びにその徴収時期及び方法について、御説明申し上げます。 

 事業名称は、国庫補助、農業用水路等長寿命化・防災減災事業によります本郷水路改修事業、

小河内地区水路法面改修事業及び下上菅地区水路改修事業の３事業です。経費の賦課基準は、各

事業費の１５％相当額です。 
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 次に、単県補助、しっかり守る農林基盤交付金事業によります小河内地区水路改修事業です。

経費の賦課基準は事業費の２０％相当額です。それぞれ徴収時期は令和４年３月３１日限り、徴

収方法は町税の徴収方法に準拠するものです。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） カメラ不調により、ここで休憩を入れます。再開は、時刻が今ここで申

せませんので、議員の皆さんはあまり外に出ないようにしていただきたいと思います。休憩。 

午後２時０７分休憩 

─────────────────────────────── 

午後２時１４分再開 

○議長（小谷 博徳君） 再開します。 

 日程第２８、議案第２９号、令和３年度日野町一般会計予算について、提出者の説明を求めま

す。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程いただきました議案第２９号、令和３年度日野町一般会計

予算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 本年度の歳入歳出予算総額を３２億６，０３０万円としたところでございます。前年度当初予

算に比較しますと、額にして３億３，９１５万１，０００円、率にして９．４％の減額でござい

ます。令和２年度は、防災行政無線デジタル化事業３億４，６００万円余、根雨地区浸水対策事

業１億８，０００万円余、庁舎非常発電機設備等更新事業１億１，０００万円余といった大型の

事業を計上しておりましたけれども、令和３年度は、これらの普通建設事業等が減ったための総

額が減少しております。 

 地方債は、７ページ、第２表にありますとおり、起債ごとに目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還方法を定めるもので、過疎対策事業債１億６，１９０万円、緊急自然災害防止対策事業

債１６０万円、臨時財政対策債１億円の合計２億６，３５０万円であります。 

 １ページにお戻りいただきたいと思います。一時借入金の限度額を２億円と定めるとともに、

地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算において流用することができる場

合を、給料等人件費の各項の間の流用と定めております。予算書２ページから６ページの第１表、

歳入歳出予算については、御覧をいただきたいと思います。 

 歳出の主なもの、その柱となるものは施政方針で長く述べてまいりましたので、ここでは新規

事業など、代表的な事業についてのみ紹介させていただきます。 

 集落の維持・支援では、単独では集落機能の維持が困難な自治会を広域的な組織で支え合う仕
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組み、小さな拠点設置モデル事業補助１００万円、子育て・幼児教育の分野では、第１子、第２

子には１０万円、第３子以降には２０万円を支給する出生お祝い金事業や、小学校入学時に３万

円、中学校入学時に５万円を支給する入学祝い金事業など、子育て世代包括支援センター事業と

して４３６万７，０００円、病児・病後児保育事業４４４万８，０００円、保育所の延長保育、

土曜保育のさらなる時間延長などで子育て世代を応援いたします。 

 学校教育・社会教育の分野では、ＧＩＧＡスクール構想を実現する校内通信ネットワーク整備

事業２２５万９，０００円、令和５年度開設予定の義務教育学校校舎建設事業、令和３年度は建

設設計委託など４，９１３万５，０００円、高校生の修学も応援します、通学・修学支援事業、

合わせて３１３万３，０００円、昨年スタートしました公設塾、まなびや縁側ふるさと教育推進

事業に７７１万２，０００円などを計上しております。 

 産業・雇用の分野では、いよいよ日野町未来づくり事業協同組合が稼働いたします。特定地域

づくり事業に５５３万３，０００円、農業振興に苗代購入費補助金を創設しましたがんばる米づ

くり農家支援事業補助金１３０万円、堆肥利用促進による循環型農業、畜産堆肥活用推進事業は

ストックヤードの建設費補助、散布費補助、運搬費補助などで９７７万５，０００円、農地集積

や作業受託の推進などに意欲的に取り組む担い手に農業機械等の購入費を助成する中山間地域を

支える水田農業支援事業３００万円などを計上し、林業振興では、金持朝刈１号線、津地大谷２

号線の基幹的路網整備事業に４，８７２万４，０００円、林道朝刈線改良事業１，０００万円、

滝山公園で開催される第６６回鳥取県植樹祭開催事業に２２５万６，０００円を計上しておりま

す。観光振興では、広域サイクリングイベント、カヌーの里を生かしたイベント、鵜の池キャン

プ場市場調査など、アウトドア・アクティビティー推進事業４０４万５，０００円、鵜の池公園

管理棟内シャワールーム改善、滝山、鵜の池公園トイレ洋式化工事に３００万円などを計上し、

黒坂にぎわい創出事業として、城下町黒坂にぎわい創出イベント開催、神社めぐりツアーの開催

を助成します。 

 次に、まちづくり分野についてでございます。４月から、住民の町内移動を支える町営バスに

加えて、自家用有償旅客運送による町営タクシーがスタートします。従来のタクシー助成券と併

せて、生活交通確保対策事業６，７１５万７，０００円、黒坂駅トイレの多目的トイレ化改修事

業４５０万円、双葉寮の入寮費用負担軽減や、魅力向上コーディネーターを配置する日野高校魅

力向上事業１，７７１万３，０００円などでございます。 

 保健・医療・福祉の分野では、フレイルチェックシステムを導入し、データに基づいたフレイ

ル予防に取り組む医療と介護の一体的実施事業１５０万円、日野病院のＭＲＩ更新負担金３，１
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６０万円、日野病院組合と構成３町で取り組む透析患者の通院サービス助成６５万７，０００円

などを計上し、防災・減災分野では、本郷水路、下上菅地区水路、小河内地区水路改修を行う農

業水路等長寿命化・防災減災事業１，４０１万４，０００円、鳥取県西部地震から２０年が経過

したことを機に、西部地震展示交流センターの機能を日野町が引き継ぎ、さらに福祉と防災の連

携をテーマとした住民交流拠点として、日野防災・福祉コミュニティセンターを設置する業務委

託料２２１万４，０００円、消防団員運転免許取得助成事業１６万円などを計上しております。 

 歳入の主なものは、町税３億３，５５８万円、地方交付税１７億３，３２５万１，０００円、

国庫支出金１億４，９４４万円、県支出金４億２，３６２万８，０００円、繰入金１億１，５５

７万２，０００円、町債２億６，３５０万円等をもって充てるものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 渡部総務課長。 

○総務課長（渡部 裕之君） 議案第２９号、令和３年度日野町一般会計予算について、予算に関

する説明書から御説明をいたします。 

 ９ページから２０ページの歳入歳出予算事項別明細書、給与費明細書、債務負担行為に関する

調書、地方債に関する調書については、御覧をいただきたいと思います。 

 歳入でございます。２１ページを御覧いただきたいと思います。 

 町税、個人町民税は、人口の減少、非課税所得者の増加などを見込み、前年比９％程度減額の

７，８９４万６，０００円を計上。法人町民税は、新型コロナウイルスなどの減額影響を見込む

ものの、令和２年度に徴収猶予特例が適用され、３年度に納付を繰り延べた増額分を見込むと、

差引きでは前年度よりやや増額の１，２０１万７，０００円の計上といたしました。 

 次に、固定資産税は２億１，５８５万４，０００円。こちらも令和２年度に徴収猶予特例が適

用され、３年度に納付を繰り延べた増額分を見込み、大幅な増額となっております。 

 国有資産等所在市町村交付金及び納付金は、２６５万１，０００円を見込み、軽自動車税は環

境性能割、種別割合計で１，２００万円、２２ページにかけて、市町村たばこ税は、やや減額の

１，４１１万２，０００円を見込みます。 

 続いて、地方譲与税であります。地方揮発油譲与税は８１９万７，０００円、自動車重量譲与

税２，２４２万５，０００円、森林環境譲与税２，４８９万７，０００円、利子割交付金２９万

２，０００円、配当割交付金１０４万６，０００円、株式譲渡所得割交付金１０３万８，０００

円、法人事業税交付金１３４万６，０００円、地方消費税交付金７，２４６万７，０００円、環
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境性能割交付金２３０万６，０００円及び地方特例交付金１８０万２，０００円につきましては、

国及び県が示した金額を計上いたしております。 

 次に地方交付税です。普通交付税は、昨年度の基準財政需要額の算定項目、地域社会再生事業

費の創設により約７，０００万円増額の１５億３，３２５万１，０００円、特別交付税は、前年

度並み２億円、合計で１７億３，３２５万１，０００円といたしております。 

 続いて、１４ページ、交通安全対策特別交付金は、収入見込みがないため……。 

○議長（小谷 博徳君） ２４ページ。 

○総務課長（渡部 裕之君） 失礼しました。２４ページでございます。交通安全対策特別交付金、

これは収入見込みがないために廃目整理といたしました。 

 分担金及び負担金、分担金、農林水産業費分担金２５０万円は、しっかり守る農林基盤交付金

事業分担金及び農業水路等長寿命化・防災減災事業分担金です。 

 負担金、総務費負担金５１５万５，０００円は、公共施設ネットワーク管理費負担金及び鳥取

県派遣職員人件費負担金。民生費負担金３７万３，０００円は、児童生徒災害共済負担金及び病

児・病後児保育事業負担金。教育費負担金４８万４，０００円は、小・中学校児童生徒災害共済

負担金及び日野高校コーディネーター事業負担金。農林水産業費負担金２３９万７，０００円は、

農業再生事業負担金です。 

 次に、２５ページにかけて、使用料及び手数料であります。総務使用料６７２万４，０００円

は、町営バス運行使用料など。民生使用料３，０００円は老人憩いの家使用料。農業使用料１，

０００円は運動広場使用料。商工使用料９５万４，０００円は、令和３年度より設置する鵜の池

キャンプサイト使用料。土木使用料１，５９０万８，０００円は、町道敷使用料、町営住宅使用

料などです。 

 ２６ページにかけて、教育使用料３７万５，０００円は、文化センター、公民館、テニスコー

ト及び小・中学校施設使用料などを計上しております。 

 次に、総務手数料１６７万１，０００円は、各証明手数料や督促手数料、戸籍住民票に係る手

数料などです。民生手数料２８６万９，０００円は、介護予防ケアマネジメント事業手数料。衛

生手数料５４０万５，０００円は、ごみ処理手数料、狂犬病予防事業手数料など。土木手数料４

万２，０００円は、屋外広告物手数料であります。 

 続いて、２７ページにかけて、国庫支出金、国庫負担金、民生費負担金は１億６９１万５，０

００円を計上いたしております。障害者支援費負担金、特別障害者手当等給付費負担金、児童手

当負担金、国民健康保険基盤安定費負担金、児童扶養手当給付費負担金、生活保護費負担金等で
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あります。衛生費負担金１１万６，０００円は、養育医療費負担金です。 

 次に、国庫補助金、総務費補助金１，１８１万１，０００円は、電源立地地域対策交付金、特

定地域づくり事業推進交付金、社会保障・税番号制度システム整備費補助金など。民生費補助金

６６７万９，０００円は、在宅障害者地域生活支援、家計相談支援事業、おひさまひろば等の子

育て支援事業に係る補助金等を計上しております。２８ページ、衛生費補助金３６万１，０００

円は、合併処理浄化槽設置整備事業費補助金、母子保健衛生費補助金など。土木費補助金１，４

３３万７，０００円は、町道下黒坂線道路改良工事に係る社会資本整備総合交付金及び橋梁修繕

事業等に係る道路メンテナンス事業費補助金。教育費補助金１９７万７，０００円は、中学校に

おける特別支援教育就学奨励費補助金及び文化財保護費補助金。消防費補助金は廃目整理として

おります。 

 続いて、国庫委託金、総務費委託金６５３万８，０００円は、衆議院議員選挙費委託金など。

民生費委託金１４８万６，０００円は、国民年金事務費委託金です。 

 次に、県支出金、県負担金、総務費負担金３６０万円は、県民税取扱費負担金。２９ページに

かけて、民生費負担金５，２４３万８，０００円は、障害者支援費負担金、児童手当負担金、国

民健康保険基盤安定費負担金、後期高齢者医療保険基盤安定費負担金など。衛生費負担金５万８，

０００円は、養育医療費負担金です。 

 次に、県補助金、総務費補助金３，１７７万４，０００円は、権限移譲交付金、市町村創生交

付金、鳥取県超高速情報通信基盤整備補助金、中山間地域路線維持支援補助金、みんなで支え合

う中山間地域づくり総合支援事業費補助金、鳥取県移住定住推進交付金、特定地域づくり事業費

補助金など。 

 ３０ページにかけて、民生費補助金６，４４８万５，０００円は、小規模多機能居宅施設建設

に係る地域医療介護総合確保基金事業補助金、特別医療費補助金、隣保館運営費補助金、中山間

地域市町村保育料無償化等モデル事業費補助金、子ども・子育て支援交付金等を計上しておりま

す。 

 衛生費補助金８９８万円は、鳥取県自治体病院補助金や健康増進事業費補助金、合併処理浄化

槽設置整備事業費補助金等です。 

 ３１ページにかけて、農林水産業費補助金１億９，０９０万３，０００円は、農業費補助金と

して、地籍調査事業費補助金、多面的機能支払交付金、農地を守る直接支払事業交付金、農業水

路等長寿命化・防災減災事業補助金、がんばる地域プラン事業費補助金など。林業費補助金とし

て、町行造林事業費補助金、町行造林持ち出し支援事業費補助金、林業再生事業費補助金などを
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計上いたしております。商工費補助金２７万８，０００円は、消費者生活交付金と星空保全地域

振興事業補助金。土木費補助金７２万５，０００円は、日野郡除雪機械運転手育成補助金及び鳥

取県急傾斜地崩壊対策事業費補助金。 

 ３２ページにかけて、教育費補助金１，５８４万１，０００円は、スクールソーシャルワーカ

ー活用事業費補助金、特別支援学校児童生徒通学支援補助金、鳥取県学校・家庭・地域連携協力

推進事業費補助金等であります。 

 次に、県委託金、総務費委託金６１万５，０００円は、県政だより配布事務委託金、統計調査

費委託金、人口動態調査費委託金。民生費委託金１２万１，０００円は、見舞金支給委託金。土

木費委託金２８４万７，０００円は、県道除雪応援委託金。教育費委託金５，０９６万３，００

０円は、人権啓発活動費地方委託金と国道１８０号道路改良に伴う福長地内たたら遺構発掘調査

に係る委託金です。 

 次に、３３ページにかけて、財産収入、財産運用収入、財産貸付収入５８７万９，０００円は、

土地、建物、伝送路等の貸付収入。利子及び配当金２６１万５，０００円は、各種基金の利子や

配当金です。 

 財産売払い収入、不動産売払い収入８５７万３，０００円は、町有林の間伐材売払い収入を見

込んでおります。 

 寄附金、総務費寄附金は、ふるさと納税寄附金、次年度収入額が増加をしており、８５０万円

を見込んでおります。土木費寄附金２５万円は、公共急傾斜地崩壊対策事業費寄附金です。 

 次に３４ページ、繰入金、基金繰入金、財政調整基金繰入金は４，６５９万５，０００円。一

般財源を賄うため財政調整基金を取り崩し、繰り入れるものでございます。観光振興基金繰入金

２８６万５，０００円は、鵜の池キャンプ場市場調査費用などに充てるもの。愛と元気の日野町

ふるさと基金繰入金３７６万７，０００円は、子育て支援策の一環として保育所、小・中学校及

び町図書館の図書購入費や、ナップランドの購入費用、町民ミュージカル補助、ふるさと教育推

進事業に充てるものです。畜産振興事業基金繰入金は、同基金を廃止をするために、基金残高１，

０１５万３，０００円を繰入れ。森林整備基金繰入金は、森林環境税関連事業などに充てるもの

として３，１１０万９，０００円の繰入れ。造林基金繰入金も、同基金を廃止にするため、基金

残高１，２０８万３，０００円の繰入れです。 

 特別会計繰入金、介護保険特別会計繰入金は９００万円を計上しております。 

 次に、諸収入、町預金利子５万円は、歳計一時預金利子。 

 ３５ページ、貸付金元利収入、社会福祉貸付金元利収入１９０万円は、住宅資金等貸付金の元
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利収入。災害援護資金貸付金元利収入３６万円は、同貸付金元利収入。生活保護つなぎ資金元利

収入３万円も、同貸付金元利収入です。 

 ３６ページにかけて、諸収入、雑入は２，２０７万２，０００円を計上しております。雇用保

険自己負担金、特別医療に係る高額療養費繰替え戻入金、保育所職員共食費、社会福祉施設用地

使用料、金持テラスひの共益費、宝くじ収入を財源とするコミュニティー助成金、農地中間管理

事業委託金などであります。 

 次に、３６ページ中段の受託事業収入、医療と介護の一体的実施事業受託料は、後期高齢者医

療広域連合からの事業受託料８４２万３，０００円です。 

 ３７ページにかけて、町債、総務債は１億２，５３０万円。臨時財政対策債、タクシー助成の

ための生活交通確保対策事業債、移住定住・空き家対策事業債、中山間地域買物福祉サービス事

業債、日野高校魅力向上事業債に係る借入れを予定をいたしております。民生債は９００万円、

地域包括ケア推進事業債、家庭子育て支援事業債、福祉人材確保事業債、ネウボラ推進事業債。

衛生債３，６２０万円は、くぬぎの森に係るごみ処理施設整備事業債と、日野病院に係る医療機

器整備事業債。林業債５２０万円は、広域基幹林道宝仏山線整備事業債。土木債９５０万円は、

町道下黒坂線道路改良事業債と、単県急傾斜地崩壊対策事業債、橋梁改良事業債。教育債７，８

３０万円は、外国語指導助手配置事業債、少人数学級対策事業債、学校図書館司書配置事業債な

どの教育事業債と、建設に係る測量設計等に充当する義務教育学校建設事業債です。消防債は廃

目整理といたします。 

 歳入については以上であります。 

 続いて、歳出について御説明いたします。３９ページを御覧をいただきたいと思います。 

 まず、議会費６，３２６万２，０００円は、議員１０名分の報酬、一般職員１名、会計年度任

用職員１名分の人件費、議会運営に係る事業費、議会議事録調製に係る委託料等を計上しており

ます。 

 ４０ページから４２ページにかけて、総務費、総務管理費であります。一般管理費は１億７，

６１９万８，０００円を計上。報酬は固定資産評価委員及び会計年度任用職員の報酬。給料、職

員手当及び共済費は、町長、副町長、総務課、企画政策課、出納室の職員に係る人件費です。ま

た、自治会長手当、町長、副町長、職員の旅費、公用車管理等に必要な経費、宿直、財務書類作

成支援等に係る委託料や負担金等を計上するものでございます。 

 文書広報費８１６万６，０００円。文書発送に係る経費、例規集、法令集に係るデータ更新や

システム使用料、広報ひの発行に係る費用、防災無線の維持管理に係る費用の額を計上いたして
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おります。 

 財産管理費は１，６４０万５，０００円の計上です。前年度に比べ１億６４４万４，０００円

と大きく減額しておりますが、役場庁舎、非常用発電機器設備整備事業が完了し減額となったも

のでございます。内訳は、登記事務に係る会計年度任用職員の人件費、町公舎、公用車車庫、開

発センター及び役場庁舎の維持管理に係る経費です。委託料は、エレベーターや空調設備などの

各種点検や清掃委託料でございます。 

 次の企画費からは、企画政策課長が説明をいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 荒木企画政策課長。 

○企画政策課長（荒木 憲男君） 続いて、４３ページ下段から４５ページにかけて、企画費は３

億７５１万２，０００円を計上しております。主なものとしまして、新たに町営タクシー、バス

を併せた町営交通に係る経費、日野町未来づくり事業協同組合に係る経費、チャンネルひの番組

制作等を行うためのもの、移住定住を促進するためのもの、集落支援、それからたたらの里づく

りを推進するためのもの、金持テラスひのの管理に要する経費などを計上しています。 

 まず、報酬です。移住定住推進員、集落支援員などの報酬を計上しております。４４ページ、

給料は地域おこし協力隊に係るもの、職員手当等、共済費は、移住定住推進員、地域おこし協力

隊に係るもの、報償費は、地域おこし協力隊の報償金、ふるさと納税の記念品などを計上してい

ます。旅費は、移住定住相談会、集落支援に係るものなどを計上しています。需用費は、町営交

通の燃料費、修繕料等、ふるさと納税パンフレットの印刷製本費、金持テラスひのの光熱水費な

どを計上しております。役務費は、ふるさと納税の返礼品に係る送料、ふるさと住民票に係るふ

るさと定期便の送料などを計上しております。 

 ４５ページにかけまして、委託料です。買物福祉サービス支援事業委託、町営交通管理運行業

務の委託、金持テラスひのの施設警備、清掃等の委託、チャンネルひの番組制作委託などを計上

しています。使用料及び賃借料は、お試し住宅借り上げ料、ふるさと納税サイトに係る使用料、

金持テラスひのの土地借り上げ料などを計上しております。工事請負費は、電源立地地域対策交

付金事業に係るＪＲ黒坂駅トイレ改修工事、金持テラスひのの駐車場整備工事などです。備品購

入費は、ＣＡＴＶ番組制作に係る自主放送、制作機材購入などを計上しております。 

 負担金、補助及び交付金ですが、負担金としまして、西部広域行政管理組合負担金、日野高校

双葉寮管理者・調理員配置負担金及び運営費負担金、大山山麓日野川流域観光推進協議会事業へ

の負担金などを計上しています。補助金としまして、地域おこし協力隊に係る補助金、生きいき

ひのふれあいまつり実行委員会補助金、コミュニティー助成に係る補助金、集落支援に係る地域
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活動支援交付金、タクシー利用助成などをはじめ、移住定住を促進するための住宅改修費、家財

道具処分、通勤費などへの補助、根雨駅特急列車利用促進としまして、ふるさと教育に参加する

高校生に特急列車利用の利用補助、日野町未来づくり事業協同組合への補助金などを計上してい

ます。 

 公課費は、町営交通、バス、タクシーの自動車重量税。繰出金は、土地開発基金繰出金を計上

しています。 

 続いて、情報処理費は５，４４１万３，０００円を計上しています。需用費は、電柱移転に伴

う光ケーブルの支障移転やパソコン修繕など。役務費は、通信料及びネットワークの保険料。委

託料は、各種業務システム電算処理委託料や、セキュリティー保守委託料など。使用料及び賃借

料は、各種システム借り上げ料や、ソフト使用料などです。４６ページ、負担金、補助及び交付

金は、システム共同運用負担金です。 

 続いて、交通安全対策費は８８万円を計上しています。交通安全指導員の報償費や、その活動

に要する経費などを計上しています。 

 次に、財政調整基金費は５，８６５万１，０００円を計上しています。財政調整基金２，３８

０万４，０００円、愛と元気の日野町ふるさと基金８５１万７，０００円、森林整備基金２，４

９２万７，０００円などの基金積立金を計上しております。 

 ４７ページにかけ、諸費は３１万７，０００円を計上しています。町表彰、金婚祝い事業に係

る記念品代、防犯協議会等に係る負担金などを計上しています。 

 次に、防災諸費は９８７万６，０００円。前年度、防災行政無線デジタル化事業を計上したた

め、今年度大幅に減額となっています。内訳は、危機管理監に係る人件費、需用費は備蓄用物品

などを計上し、委託料は、鳥取県が事業運営を廃止する西部地震展示交流センターを日野町の新

しい事業、福祉と防災が連携した交流拠点づくり事業、日野防災・福祉コミュニティセンターと

して開設し、その事業委託料などを計上しています。負担金は、県防災無線に係る負担金、補助

金はＬＥＤ防犯等補助、除雪機械購入補助金などを計上しています。 

 次の徴税費からは住民課長が説明いたします。 

○議長（小谷 博徳君） 遠藤住民課長。 

○住民課長兼会計管理者（遠藤 律子君） 引き続き、４８ページを御覧ください。総務費、徴税

費。税務総務費３，５４０万２，０００円を計上いたしております。給料、職員手当等、共済費

は、税務関係職員に係る人件費です。需用費といたしまして、追録代金などの消耗品費、封筒な

どの印刷製本費、負担金、補助及び交付金といたしまして軽自動車税申告書取扱負担金などであ
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ります。 

 続いて、賦課徴税費４６６万円を計上いたしております。需用費は公用車の燃料代、役務費と

いたしまして口座振替手数料、公用車任意保険料、委託料は家屋評価システム保守委託料及び字

限図修正委託料、使用料及び賃借料は、地方税電子申告システム利用料、共通納税システム利用

料などです。負担金、補助及び交付金は地方税共同機構負担金であります。４９ページに移りま

して、補償、補填及び賠償金は、固定資産税過年度補填金、償還金、利子及び割引料は、法人税

などの還付金です。 

 次に、戸籍住民基本台帳費２，０５４万８，０００円を計上いたしております。給料、職員手

当等、共済費については、戸籍・住民関係職員に係る人件費、需用費は、証明書用紙などの消耗

品費、戸籍等届出書類などの印刷製本費、役務費は証明手数料に係る小為替購入手数料、委託料

は戸籍事務へのマイナンバー制度導入に対応するためのシステム改修委託料。５０ページに移り

まして、負担金、補助及び交付金は個人番号カード等作成負担金です。 

 続いて、選挙費、選挙管理委員会費は１０万６，０００円を計上いたしております。選挙管理

委員会の委員報酬と消耗品費です。選挙啓発費１万８，０００円は、明るい選挙推進協議会委員

参加報償金と連合会負担金。５１ページにかけて、町長選挙費は６７３万６，０００円。令和４

年１月または２月に執行予定の町長選挙に係る経費として、選挙管理委員会委員報酬、選挙事務

に係る職員の時間外勤務手当、消耗品などの需用費、役務費及びポスター掲示場設置、電算シス

テム利用に係る委託料、選挙公営交付金などを計上しています。衆議院議員選挙費は、町長選挙

費と同様に、選挙に係る経費として６３７万７，０００円を計上しています。 

 次に、５２ページにかけて、統計調査総務費は４３万２，０００円を計上しています。経済セ

ンサスをはじめ、各種統計調査の実施に伴う調査員の報酬、需用費を計上しています。 

 監査委員費は７６万円、監査委員２名分の報酬や旅費、負担金などを計上いたしております。 

 続いて、民生費からは健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 引き続き、５２ページから５３ページにかけて、民生費、社会

福祉総務費は３億２，２１７万２，０００円を計上しております。給料、職員手当等、共済費は、

福祉関係職員に係る人件費。報償費は地域福祉計画推進委員などに対する報償金。需用費は、生

活困窮者自立支援事業など諸事業に係る消耗品費、燃料費、印刷製本費。役務費は、諸事業に係

る電話料や郵券料の通信運搬費、そして障害者支援事業における審査支払い手数料などです。委

託料は、電算処理委託料のほか、介護予防プラン作成、障害者支援事業、地域包括ケアシステム
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構築事業、家計改善支援事業などの委託料。負担金、補助及び交付金は、各種事業団体への負担

金、そして社会福祉協議会補助金、福祉人材確保補助金、民生児童委員協議会補助金などです。

扶助費は、障害支援に関する生活扶助、医療扶助、住宅扶助のほか、特別障害者手当や障害福祉

サービス費等でございます。繰出金は、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計への繰出金で

す。 

 ５４ページにかけて、老人福祉費は１億４，１７８万６，０００円を計上しています。報償費

は、老人ホーム措置入所判定委員会の委員報償金及び敬老事業の記念品代です。需用費は、医療

と介護の一体的実施事業で実施するフレイル予防の際に使用する消耗品、公用車燃料費、生活習

慣病予防レシピカードの印刷製本費。役務費はフレイルチェックの結果通知などの郵券料。委託

料はフレイル用管理システム委託料。使用料及び賃借料は、老人保健施設おしどり荘等の用地に

係る土地借り上げ料。負担金、補助及び交付金は、後期高齢者医療広域連合負担金のほか、特別

養護老人ホームあいご建設借入金利子補助金、老人クラブ活動補助金、災害時の支え愛マップ事

業補助金、百歳体操開催支援補助金、そして百歳体操奨励交付金です。扶助費は、養護老人ホー

ムの措置入所に係る扶助費、在宅介護、家族者支援金など。繰出金は後期高齢者医療保険特別会

計への繰出金です。 

 特別医療費助成事業費は２，２６７万１，０００円を計上しています。需用費は受給者証の用

紙代、役務費は国保連合会等への審査支払い手数料、扶助費は障害のある方や小児、独り親家庭

などへの医療費助成です。 

 ５５ページにかけて、社会福祉施設費は１，１２９万５，０００円を計上しています。隣保館

運営審議会委員報酬、会計年度任用職員の給料、職員手当等及び共済費、研修会の参加報償金、

地域交流啓発促進事業等に係る講師謝礼、旅費は県外で行われる研修会等の参加旅費、隣保館、

老人憩いの家、公用車の維持管理に係る消耗品、修繕料等の需用費、電話料などの役務費、点検

委託料、公用車の借り上げ料など。負担金、補助及び交付金は、県隣保館連絡協議会ほか関係団

体への負担金、補助金は研修会などの参加旅費補助金です。 

 ５６ページ、地域改善対策費２４万１，０００円は、使用料及び賃借料といたしまして公用車

の軽自動車リース料。国民年金事務費８０万円は、需用費として事務用消耗品、委託料は新規と

して国民年金施行令改正に伴うシステム改修委託料です。 

 ５７ページにかけて、児童福祉総務費は１億１，４３６万４，０００円を計上しています。報

酬は、歯科健康診断に係る報酬、会計年度任用職員の報酬。給料、職員手当等、共済費及び旅費

は保育所職員に係る人件費。報償費は、ファミリー・サポート・センター提供会員研修に係る医
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師及び助産師に対する謝礼及び保育所で行う研修会講師謝礼です。需用費は、保育所等運営に係

る消耗品費と修繕料、子育て支援に係る消耗品などです。役務費は、電話料、各種手数料等。委

託料は、点検委託料、病児・病後児保育事業の日野病院への業務委託料など。使用料及び賃借料

はベビーセンスの借り上げ料、工事請負費はプール改修工事費。備品購入費は、保育所児童図書、

ホワイトボード等の購入費。負担金、補助及び交付金は児童の災害共済負担金等、扶助費は子育

て支援金、入学祝い金支給事業などです。 

 ５８ページ、児童保護費は１，０２０万８，０００円を計上しております。報償費は卒園記念

品、需用費は教材費に係る消耗品費、施設の維持管理に係る燃料費等、給食の賄い材料費です。

役務費はピアノの調律と遊具の点検手数料です。児童措置費は２，３１６万円を計上しています。

扶助費は児童手当です。母子福祉費は、１，３６７万７，０００円を計上しています。委託料は

児童扶養手当システムの電算処理委託料、扶助費は児童扶養手当の支給、助産施設・母子生活支

援施設入所措置費、母子家庭自立支援給付金です。 

 ５９ページ、生活保護費、生活保護総務費は３６１万円を計上しています。報酬は嘱託医及び

生活保護レセプト点検員の報酬、旅費は研修旅費、嘱託医及び会計年度職員の費用弁償、需用費

は福祉事務所運営のための消耗品費等の費用、役務費は預金調査や診療報酬審査支払いの手数料

及び公用車の任意保険料などです。委託料は生活保護システム電算処理委託料及び嘱託医の派遣

委託料、負担金、補助及び交付金は就労支援員共同設置などの負担金、扶助費は被保護者に夏季

に支給する見舞金、貸付金は生活保護つなぎ資金、公課費は公用車に係る自動車重量税です。生

活保護扶助費は、３，１６３万６，０００円を計上しています。扶助費は生活扶助、住宅扶助、

医療扶助などです。 

 次に６０ページ、衛生費、保健衛生総務費は４億２，４６７万円を計上しています。給料、職

員手当等、共済費は、保健衛生に係る３名の職員の人件費です。旅費及び需用費は、保健師の研

修に係る費用です。負担金、補助及び交付金は、日野病院組合への構成町負担金、日野病院が更

新する医療機器に対する負担金、日野病院建設時の借入金利子補助金、地域医療の人材確保のた

めの補助金、透析患者通院費助成事業補助金、井戸新規設置に対する補助金です。繰出金は、簡

易水道特別会計への繰出金です。 

 ６１ページにかけて、予防費は１，４３９万８，０００円を計上しています。報償費は、予防

接種健康被害調査委員会委員報償金、乳幼児健診などに係る医師等への謝礼。旅費は助産師への

費用弁償、需用費及び役務費は、予防接種、健診に係る諸費用。委託料は、電算処理委託料ほか、

妊婦・乳幼児健診委託料、予防接種医療機関委託料などです。使用料及び賃借料は医師送迎に係
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るタクシー借り上げ料。負担金、補助及び交付金は、不妊治療費の一部助成、インフルエンザ、

風疹などの予防接種負担金、扶助費は未熟児養育医療に係る医療扶助です。 

 保健事業費は８３５万８，０００円を計上しています。報償費は、がん検診や健康教室などに

係る助産師、歯科衛生士等への謝礼、旅費は食育サポーターの費用弁償、需用費は諸事業に係る

消耗品費、印刷製本費、そして公用車に係る燃料費、修繕料です。役務費は、事業に必要な郵券

代、クリーニング代、公用車任意保険料など。委託料は、健康管理システム電算処理委託料及び

がん検診、人間ドックなどについて、保健事業団や医療機関への委託料です。公課費は公用車に

係る自動車重量税です。６２ページにかけて、環境衛生費は２，３３２万円を計上しています。

し尿処理分の三町衛生施設組合負担金、合併浄化槽設置普及促進協議会負担金、補助金は合併浄

化槽設置補助金２基分を計上しています。 

 清掃費、じんかい処理費は７，６０７万４，０００円を計上しています。報償費はごみ袋、シ

ールの取扱報償金、需用費は収集カレンダーの用紙代及び印刷製本費、委託料は一般廃棄物収集

運搬業務等、その他委託、負担金、補助及び交付金はごみ処理分の三町衛生施設組合への負担金

です。 

 次の農林水産業費からは、産業振興課長が説明いたします。 

○議長（小谷 博徳君） 角井産業振興課長。 

○産業振興課長（角井  学君） 引き続き、６２ページ、農林水産業費、農業費より説明させて

いただきます。農業委員会費は４２０万８，０００円です。報酬及び旅費は、農業委員会委員及

び農地利用最適化推進委員に係るもの。需用費は用紙等の消耗品。役務費は郵券代。委託料は議

事録作成委託料。使用料及び賃借料は、農業委員会視察に係るバス借り上げ料。負担金、補助及

び交付金は、鳥取県農業会議等への負担金を計上しています。 

 続いて、６３ページに移りまして、農業総務費は８，５１９万８，０００円です。給料、職員

手当等、共済費は、農業関係職員の人件費。需用費は消耗品及び軽自動車の修繕料。役務費は軽

自動車任意保険料です。委託料は農地の地図情報等のシステム管理委託。負担金、補助及び交付

金は、農業関係団体への負担金。公課費は公用車の自動車重量税。繰出金は農業集落排水事業特

別会計への繰出金です。 

 続いて、６４ページにかけて、農業振興費は１億３，２１１万６，０００円です。報酬は、農

地中間管理事業、町農業再生協議会の職員の人件費。給料は日野郡鳥獣被害対策協議会の職員の

人件費。６３ページにかけて、職員手当等、共済費はこれらの職員に係るもの。報償費は、金持

テラスひのの特産品販売職員や農地利用最適化協力員の報償金、鳥獣被害対策に係るイノシシや
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鹿などの捕獲に対する奨励金です。旅費は町農業再生協議会職員等に係る通勤手当。需用費は、

中山間地域等直接支払い、多面的機能支払い、農地中間管理事業等に係る消耗品費、公用車の燃

料費。役務費は、中山間地域等直接支払い事業等に係る郵券代や農産物加工施設の建物火災保険

料等。委託料はイノシシなどの有害鳥獣駆除等の委託費。原材料費は、日野高校６次産業化に係

るもの、イノシシ侵入防止柵の営繕材料費を計上しています。負担金、補助及び交付金の負担金

は日野郡鳥獣被害対策協議会への負担金などであり、補助金は、地域プランに係る町農林振興公

社への補助や畜産堆肥のストックヤード建設費補助のほか、意欲ある米作り農家や野菜作り農家

等への種苗費助成、また、ソバ種子補助や海藻肥料普及への補助に係る補助金などであります。

交付金は、中山間地域等直接支払い、環境保全型農業直接支払い、多面的機能支払交付金や農地

集積支援交付金などです。 

 続いて、畜産業費は５１２万６，０００円です。報償費は地域おこし協力隊に係る報償金。畜

産共進会出品等に係る奨励金。負担金、補助及び交付金は、畜産農家への牛舎等改修費補助や和

牛増頭補助などです。 

 続いて、６５ページに移りまして、農地費は８，８８８万５，０００円です。報酬、職員手当

等、共済費は地籍調査事業に係る人件費。報償費は地籍調査地区委員の手当。旅費は地籍調査事

業の職員の旅費。需用費は地籍調査事業に係るくい等の消耗品、燃料費、印刷製本費と農道の修

繕料。役務費は地籍調査に係る電話料金等。委託料は地籍調査事業の調査、測量委託等、しっか

り守る農林基盤交付金事業、農業水路等長寿命化・防災減災事業の水路等改修に係る測量設計委

託料。使用料及び賃借料は地籍調査に伴う調査拠点施設使用料、軽トラックのリース料。工事請

負費は本郷地区、小河内地区及び下上菅地区の水路改修工事費を計上しています。６６ページに

移りまして、原材料費は農道修正に必要な材料費を、負担金、補助及び交付金は各種団体への負

担金としっかり守る農林基盤交付金事業の水路改修等補助金を、補償、補填及び賠償金は地籍調

査事業に伴う物件移転補償金を計上しています。 

 続いて、農林業地域改善対策事業費は１６万２，０００円です。需用費、役務費、委託料は、

下榎共同作業所など３施設に係る経費を計上しています。 

 続いて、農村地域農業構造改善事業費は３万２，０００円です。これは、町運動広場の維持管

理に伴う経費であり、需用費はトイレと休憩所の電気料、役務費はトイレのくみ取り料、建物の

火災保険料を計上しています。 

 続いて、山村振興費１，２９１万４，０００円は、日野町交流センター、リバーサイドひのに

係る運営管理経費です。需用費は一般修繕料等。役務費は建物の火災保険料。委託料は指定管理
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料。使用料及び賃借料は布団リース料。備品購入費は宿直室用エアコン１台の更新経費などを計

上しています。 

 続いて、６７ページに移りまして、林業費、林業総務費は５６９万１，０００円です。報償費、

需用費は野鳥巣箱コンクールに係る入賞者記念品代や賞状を。委託料は朝刈地区１号線の伐倒木

搬出委託や林地台帳更新事務委託。使用料及び賃借料は森林クラウドシステムの使用料。負担金、

補助及び交付金は治山林道協会などへの負担金です。 

 続いて、林業振興費は９，１０９万５，０００円です。報償費はシイタケ生産を行う地域おこ

し協力隊員２名の報償金。需用費は鳥取県植樹祭開催に係る消耗品費や食料費のほか、町管理林

道等の修繕費。委託料は、津地大谷山の町有林伐採、搬出のほか、金持朝刈１号線作業道や津地

大谷２号線作業道の拡幅工事等に係る委託料、さらには森林経営管理制度に係る意向調査や集積

計画作成などに係る委託料です。使用料及び賃借料は鳥取県植樹祭開催に係るバス借り上げ料。

工事請負費は森林作業道の拡幅、補強工事費。負担金、補助及び交付金は森林管理システム推進

センターに係る負担金。補助金は間伐促進のための持ち出し支援補助のほか、シイタケ生産振興

対策事業の地域おこし協力隊受入れ団体への補助金など。６８ページに移りまして、交付金は、

森林経営計画作成促進のための森林整備地域活動交付金。貸付金は、林業の担い手確保のための

給付金です。次の林業総合センター管理費２万９，０００円は、林業総合センターの火災保険料

です。また、次の林道開設費５２５万円は、広域基幹林道宝仏山線の改良工事に係る県への負担

金です。 

 次に、商工費、商工総務費は５９８万９，０００円です。需用費は消費者行政に係る広報の印

刷製本費。委託料は消費生活相談の業務委託料。負担金、補助及び交付金は、町商工会への補助

金や、創業、商品の魅力アップに取り組む事業者への補助金などです。 

 続いて、観光費は１，７９７万８，０００円です。給料、職員手当等、共済費は、観光担当職

員に要する経費。６９ページに移りまして、報償費は、宝仏山の維持管理のほか、オシドリ保護

活動や黒坂地区の観光振興策の検討などに要する経費です。旅費は星空観望会に係る講師の費用

弁償。需用費は、滝山公園や鵜の池公園などの維持管理に要する消耗品費、光熱水費、鵜の池公

園管理棟のシャワー修繕料、星空観望会の開催などに要する経費を計上しています。役務費は、

滝山公園の公衆便所のくみ取り料や金持観光物産館の火災保険料など。委託料は、鵜の池公園キ

ャンプ場の管理委託料のほか、キャンピングとカヌーを組み合わせたイベントや広域サイクリン

グイベントの事業委託料などです。使用料及び賃借料は、金持観光物産館の借地料など。工事請

負費は、鵜の池公園、滝山公園のトイレの一部洋式化工事費を。負担金、補助及び交付金は、県
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観光連盟、大山山麓・日野川流域観光推進協議会などへの負担金を、また、補助金は、黒坂地区

のにぎわいづくりに取り組む団体への補助金などを計上しています。 

 次の土木費からは、建設水道課長が説明します。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 土木費、土木総務費は８，２７０万６，０００円を計上。報酬、

給料、職員手当、共済費及び旅費は、土木関連職員、会計年度任用職員に係る人件費などを計上

しています。需用費は、コミュニティーセンターなどの施設管理に伴います消耗品、燃料費、光

熱水費、修繕料。役務費は、浄化槽法定点検手数料、コミュニティーセンター保険料。委託料は、

浄化槽の保守点検、公園施設管理等の委託料です。負担金、補助及び交付金は、根雨地区急傾斜

地崩壊対策事業土木関係団体への負担金です。繰出金は公共下水道事業特別会計への繰出金です。 

 次に、７１ページ、道路橋梁費、道路橋梁総務費は２７０万１，０００円です。報償費は、自

治会での町道草刈りボランティアに対する謝礼。需用費は公用車の消耗品、燃料費、光熱水費は

道路照明の電気料金、修繕料は公用車の修繕料です。役務費は公用車の保険料を計上しています。

委託料は町道台帳整備業務の委託料。使用料及び賃借料は、土木設計積算システム借り上げ料を

計上しています。公課費は公用車の車検に係る重量税です。 

 次に、７２ページにかけて、道路維持費４，２１５万７，０００円です。報酬、職員手当、共

済費、旅費は、道路の維持管理等を行うための作業員４名分の経費を計上しています。需用費は、

除雪車両と道路維持管理に伴います消耗品、燃料費、光熱水費、修繕料を計上しています。役務

費は除雪車両の任意保険料。委託料は除雪作業・除雪機械運転委託料。使用料及び賃借料は、除

雪車両の借り上げ料です。工事請負費は町道板井原線応急工事費、原材料費は町道補修用資材の

購入費を計上しています。負担金、補助及び交付金は、除雪機械運転手育成支援補助金。公課費

は除雪車両の車検に伴う重量税です。次に、橋梁維持費１，６００万円です。委託料の検査委託

料は、町道橋の点検委託料、橋梁修繕工事に係る測量設計委託料です。次に、７３ページから、

道路新設改良費１，０００万円です。負担金、補助及び交付金は、鳥取県への事業を委託してい

ます町道下黒坂線、道路改良事業の負担金です。 

 次に、住宅費、住宅管理費３３４万３，０００円です。需用費、役務費は維持管理に必要な経

費を計上。委託料は、町営住宅に係る浄化槽、機器等の保守点検委託料、老朽化した改良住宅２

棟を解体するための測量設計委託料です。補償、補填及び賠償金は、町営住宅入居者の引っ越し

費用の補償金です。 

 次に、７４ページにかけて、消防費、非常備消防費は１，３９０万２，０００円。報酬、旅費
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は、消防団員及び消防委員に係る報酬及び費用弁償。需用費は、消防車両と施設維持の消耗品、

燃料費、食料費、光熱水費、修繕料を計上しております。役務費は、消防車両、施設の保険料及

び移動系無線点検手数料。使用料及び賃借料は、メール配信システム使用料、テレビの受信料で

す。負担金、補助及び交付金は、消防団員共済掛金及び大会負担金、電波利用料、補助金として

新たに消防団員の運転免許取得補助金を設け計上しています。公課費は消防車両の重量税です。 

 教育費からは教育課長が説明します。 

○議長（小谷 博徳君） 砂流教育課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） 続いて、教育費、教育総務費、教育委員会費は１３８万７，０００

円を計上しています。教育委員報酬、研修大会参加旅費、鳥取県市町村教育委員会研究協議会等

の負担金です。事務局費は１億２，６１３万２，０００円を計上しています。学校医及び会計年

度任用職員の報酬、教育長、一般職、会計年度任用職員の給料、職員手当等、共済費です。報償

費は、学校運営協議会委員、研修講師、公設英語教室講師等の謝金、記念品としての入学児童の

ナップランド費用等です。７６ページ、旅費は、教育長の研修会に係るもの、指導主事の研修旅

費等です。需用費、役務費は、保小中一貫教育の推進に係る消耗品費や公用車の維持管理に係る

費用です。委託料は、印刷機の保守点検、義務教育学校校舎建設設計、外国語指導助手及びＩＣ

Ｔ支援員業務の委託料及び教育委員会関係の町営バス運行委託料です。使用料はデジタル教材利

用料等。借り上げ料はバス等の借り上げ料。負担金、補助金及び交付金は、修学支援協議会等へ

の負担金。補助金は、日野郡小・中学校ＰＴＡ連合会への補助金でございます。公課費は公用車

に係る自動車重量税です。 

 小学校費、学校管理費は２，７６４万３，０００円を、小学校２校の維持管理に係る経費とし

て計上しています。歯科医及び薬剤師の報酬、会計年度任用職員の報酬、職員手当等、共済費で

す。旅費は、会計年度任用職員と学校歯科医の費用弁償。需用費は事務施設維持に係る経費です。

役務費は、教職員、児童の健診等の手数料、学校の火災保険料等です。委託料は、消防設備の点

検委託料、受電設備・清掃管理委託料、警備委託料。使用料及び賃借料は、黒坂小学校の土地借

り上げ料等。原材料費は校庭の真砂土の購入費です。７８ページ。備品購入費は、児童用図書及

び高圧洗浄機などの学校用備品購入費用。負担金、補助及び交付金は、複式学級開所に伴う負担

金と児童災害共済負担金等です。 

 教育振興費は４０５万円を計上しています。報償費は卒業記念品、講師謝金などです。需用費

は、学習指導に係る消耗品費、ＩＣＴ機器や教材備品の修繕料。役務費は郵券代。委託料はパソ

コン保守サービス委託料。使用料はスキー教室に係る経費です。備品購入費はコースロープなど
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の教材用備品。負担金、補助及び交付金は、児童の通学費補助金、修学旅行補助金等。扶助費は、

要・準要保護児童修学援助費です。 

 中学校費、学校管理費は１，１７９万７，０００円を、中学校の維持管理に係る経費として計

上しています。歯科医及び薬剤師の報酬、会計年度任用職員の報酬、職員手当等、共済費及び旅

費です。需用費は学校事務施設維持に係る経費です。役務費は、生徒、職員の健診手数料、学校

の火災保険料等。委託料は、消防受電設備等の点検管理委託料等を計上しています。使用料及び

賃借料はテレビ受信料。原材料費は真砂土の購入費です。８０ページ、備品購入費は生徒用図書

及び学校用備品購入費用。負担金、補助及び交付金は、郡中学校会町村負担金等です。 

 教育振興費は８６５万９，０００円を計上しています。報償費は講師謝金、卒業記念品等。需

用費は、教科書改訂に係る指導資料及び指導や部活動に係る消耗品及びＩＣＴ機器、教材備品等

の修繕料。役務費は職場体験学習活動の傷害保険料。委託料はパソコン保守サービス委託料。備

品購入費はダニエル電池などの教材用備品購入費用。負担金、補助及び交付金は、生徒の通学費、

修学旅行費、体育大会等選手派遣費等への補助金です。扶助費は、特別支援学級就学奨励費補助

金と要・準要保護児童生徒就学援助費です。 

 社会教育費、社会教育総務費は５，１０５万１，０００円を計上しています。社会教育委員に

係る報酬、給料、職員手当等、共済費は、一般職及び会計年度任用職員の人件費です。報償費は、

日野高校魅力向上、学校・家庭・地域連携等、各種事業に係る報償金、謝礼、記念品等です。旅

費は、日野高校魅力向上事業等に係る費用弁償です。需用費は、各種事業に係る消耗品費、燃料

費、印刷製本費及び修繕料です。８２ページ、役務費は菅福食文化伝承館の火災保険料等です。

委託料は菅福食文化伝承館の消防設備等点検委託料。使用料及び賃借料は軽自動車リース料等。

備品購入費はパソコン等の備品購入費用。負担金、補助及び交付金は、ふるさと教育推進等に係

る負担金及び高校生通学費助成、高校生等奨学金等に係る補助金です。 

 公民館費は１，５１６万４，０００円を計上しています。公民館運営審議会委員に係る報酬、

給料、職員手当等、共済費は、会計年度任用職員の人件費です。報償費は、講師謝礼、家庭の日

事業等の記念品。需用費は公民館運営及び事業実施に係る消耗品費等。役務費は火災保険等。委

託料は、点検委託、時間外使用時の管理委託、清掃委託等の費用です。使用料及び賃借料は公民

館の借地料等。備品購入費は掃除機の購入費用。負担金、補助及び交付金は、鳥取県公民館連合

会への負担金及び日野町青少年育成会への補助金です。 

 文化財保護費は５，３８５万９，０００円を計上しています。文化財保護審議会及び文化財保

存活用地域計画策定検討委員の報酬、文化財保存活用地域計画推進員の報償費、都合山たたら跡
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ため池部分購入協議に係る旅費、歴史民俗資料館の維持管理に係る電気代、才ノ原たたら跡調査

報告書に係る印刷製本費等の需用費です。８４ページ、役務費は福長発掘調査に係る手数料等。

委託料は、消防用設備点検、警備、資料館管理及び福長発掘調査に係る事業委託料です。使用料

及び賃借料は、資料館駐車場用地及び福長発掘調査に係る仮設トイレの借り上げ料。負担金、補

助及び交付金は、派遣学芸員町負担金等及び近藤家住宅自動火災報知整備点検費用への補助金で

す。 

 ８５ページにかけて、文化センター費は１，６９７万１，０００円を計上しています。文化セ

ンター運営委員に係る報酬、給料、職員手当等、共済費は、会計年度任用職員の人件費です。報

償費は吹奏楽等ワークショップ等の謝礼。需用費は、文化センター運営事業実施に係る消耗品費、

燃料費、光熱水費、修繕料等です。役務費は火災保険料等。委託料は、音響・照明設備、エレベ

ーター設備の点検委託料等であります。使用料及び賃借料は、コピー機の借り上げ料等。負担金、

補助及び交付金は、町民ミュージカル、アートスタート事業に係る補助金です。 

 ８６ページにかけて、図書館費は１，５４０万８，０００円を計上しています。報酬、給料、

職員手当等、共済費及び旅費は、会計年度任用職員に係る人件費です。報償費は、読書推進フォ

ーラムの講師謝礼及び読書キャンペーン等の記念品。需用費は、新聞、雑誌等の消耗品、公用車

に係る燃料費、読書通帳作成に係る印刷製本費等。役務費は通信運搬費と保険料。委託料は図書

システムに係る保守点検委託料。使用料及び賃借料は、図書館情報システムに係る借り上げ料。

備品購入費は図書の購入。負担金、補助及び交付金は、全国図書館協会等の負担金です。 

 保健体育費、学校給食費は２，３６３万３，０００円を計上しています。給食センター運営と

給食配送車維持管理に係る経費として、需用費は光熱水費等。役務費は衛生管理に係る手数料等。

委託料は点検委託料及び調理・配送業務等の委託。使用料及び賃借料は複合機の借り上げ料等。

工事請負費は洗浄室壁の補修。負担金、補助及び交付金は、保存食に係る学校給食会負担金と児

童生徒米飯代負担金。公課費は給食配送車の重量税です。 

 体育総務費は３４０万５，０００円を計上しています。報償費は、スポーツ推進員の報償金、

各スポーツ教室やソフトテニス講習会の講師等の謝礼、町駅伝参加記念品、町民体育祭参加奨励

金。旅費はソフトテニス講習会旅費の旅費。需用費は、各種大会、教室に係る消耗品費、各体育

施設の光熱水費等。役務費は、スポーツ少年団登録に係る手数料及びスポーツ安全保険等の保険

料です。８８ページ、委託料は、菅福社会体育館の浄化槽管理清掃委託料等。負担金、補助及び

交付金は、鵜の池マラソン大会実行委員会補助金、町体育協会補助金、社会体育関係大会等派遣

費補助金などです。 
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 同和教育費、社会同和教育費は３７０万３，０００円を計上しています。人権センター審議会

委員に係る報酬。給料、職員手当等及び共済費は、会計年度任用職員に係る人件費。需用費は人

権啓発講演会に係る印刷製本費です。委託料は人権啓発講演会の講師派遣委託。負担金、補助及

び交付金は、鳥取県人権文化センター等への負担金、町人権同和教育推進協議会補助金です。 

 次に、８９ページにかけて、公債費、元金は２億４，６２４万５，０００円。当該年度の元金

償還金、利子は７５５万２，０００円。約定償還金利子と一時借入金利子であります。予備費は

５００万円を計上しています。 

 以上が令和３年度一般会計予算の提案の説明でございます。 

○議長（小谷 博徳君） ここで休憩を入れたいと思います。３時４５分に開会します。休憩しま

す。 

午後３時３６分休憩 

─────────────────────────────── 

午後３時４６分再開 

○議長（小谷 博徳君） 砂流教育課長より、１か所訂正したいという旨の申出がありましたので、

訂正を許します。 

 砂流教育課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） 大変申し訳ありません。議案書の８６ページ、図書館費の需用費の

ところで、読書通帳等作成に係る印刷製本費というふうに申し上げましたが、印刷製本費は令和

３年度組んでおりませんので、それは発言を撤回させていただきたいと思います。申し訳ありま

せんでした。 

○議長（小谷 博徳君） それでは、日程第２９、議案第３０号、令和３年度日野町国民健康保険

特別会計予算について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第３０号、日野町国民健康保険特別会計予

算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 本年度の予算総額は４億１４０万３，０００円としたところでございます。前年度当初予算と

比較いたしますと、額にして１，４４４万９，０００円、率にして３．５％の減額となっており

ます。これは養育給付費の減少が見込まれるためです。また、一時借入金の限度額を３，０００

万円と定めるとともに、地方自治法第２２０条第２項ただし書により、歳出予算で保険給付費を

流用することができることを定めております。 
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 続いて、２ページから３ページの第１表、歳入歳出予算については御覧いただきたいと思いま

す。歳出といたしましては、過去の実績、直近の医療動向等を勘案し、保険給付費３億１，８９

０万２，０００円、国民健康保険事業費納付金７，１４９万９，０００円、保健事業費７５５万

８，０００円などを計上いたしております。その財源といたしましては、国民健康保険税５，０

９９万３，０００円、県支出金３億２，２６４万１，０００円、繰入金２，７６１万４，０００

円などを充てるものでございます。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第３０号、令和３年度日野町国民健康保険特別会計予算に

ついて御説明いたします。予算に関する説明書は、５ページが歳入歳出予算事項別明細書、６ペ

ージから９ページまでが給与費明細書ですので、御覧いただきたいと思います。 

 １０ページ、歳入です。国民健康保険税、一般被保険者国民健康保険税は、被保険者数を６３

７人と見込み５，０９８万１，０００円を計上しています。節別の金額は御覧いただきたいと思

います。退職被保険者等国民健康保険税は、退職者医療の経過措置が令和元年度で終了したため、

現年分は該当者がありませんが、滞納繰越分として１万２，０００円を計上しております。節別

の金額は御覧をいただきたいと思います。 

 次の使用料及び手数料、督促手数料は２万円の計上です。 

 １１ページ、県支出金、保険給付費等交付金は３億２，２６４万１，０００円の計上。財産運

用収入、利子及び配当金は、財政調整基金利子として１３万５，０００円を計上しております。 

 繰入金、一般会計繰入金は２，３２８万１，０００円の計上。保険基盤安定繰入金と出産育児

一時金繰入金、財政安定化支援事業繰入金、事務費繰入金です。基金繰入金は、財政調整基金繰

入金として４３３万３，０００円の計上です。 

 続いて、１２ページを御覧ください。諸収入、雑入は廃目整理です。 

 １３ページ、歳出です。総務費、一般管理費は２４１万８，０００円の計上です。需用費は、

広報用品や事務用品の消耗品費、封筒等の印刷代。役務費は保険証の郵送代や電算共同処理手数

料など。委託料は業務システムの電算処理委託料などです。連合会負担金は５３万７，０００円

の計上です。 

 運営協議会費は５万４，０００円の計上です。これは運営協議会の委員報酬です。 

 保険給付費、一般被保険者療養給付費は２億７，８６５万２，０００円の計上です。前年度に
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対して２７２万８，０００円の減額です。退職被保険者等療養給付費は１，０００円。一般被保

険者療養費は９８万９，０００円。続いて、１４ページ、退職被保険者等療養費は１，０００円。

審査支払い手数料は７４万５，０００円を計上しております。 

 続いて、保険給付費、一般被保険者高額療養費は３，７４２万円。退職被保険者等高額療養費

は１，０００円。一般被保険者高額介護合算療養費は５万円の計上です。退職被保険者等高額介

護合算療養費は１，０００円を計上しています。 

 続いて、１５ページ、移送費は、一般被保険者移送費を１，０００円計上しています。 

 出産育児諸費、出産育児一時金は２件分として８４万円の計上です。支払い手数料は１，００

０円。国保連合会への支払い手数料です。 

 葬祭諸費、葬祭費は２０万円の計上です。１件当たり２万円を世帯主に支給するものでありま

す。 

 国民健康保険事業費納付金は、平成３０年度からの制度改正で設けられた県の国民健康保険会

計への納付金であります。医療給付費分、一般被保険者医療給付費分が４，８９１万２，０００

円。退職被保険者等医療給付費分は廃目整理とします。 

 続いて、１６ページ、後期高齢者支援金等分、一般被保険者後期高齢者支援金等分が１，８３

２万２，０００円。退職被保険者等後期高齢者支援金等分は廃目整理とします。介護納付金分、

一般被保険者介護納付金分として４２６万５，０００円の計上です。 

 保健事業費、特定健康診査等事業費は６１１万７，０００円の計上です。これは特定健康診査

を実施する費用です。報償費は外部保健師への謝礼。需用費及び役務費は、事務に要する消耗品

費及び郵券料など。続いて、１７ページ、委託料は、健診実施委託料及び特定健診データ分析、

受診勧奨業務委託料。交付金は、特定健診受診者に交付する商工会商品券発行事務委託料です。 

 保健事業費、保健衛生普及費は１４４万１，０００円の計上です。役務費は、医療費通知等の

郵券代、通知作成手数料。委託料は、人間ドック、脳ドックの検診委託料です。 

 基金積立金、財政調整基金積立金は、国民健康保険財政調整基金の利息として１３万５，００

０円の計上です。 

 公債費、利子は、一時借入金利子として１０万円の計上です。 

 続いて、１８ページ、諸支出金、一般被保険者保険税還付金は２０万円の計上です。これは資

格喪失による過年度還付金です。 

 予算についての説明は以上ですが、この予算は令和２年度本算定税率を基にしたものです。令

和３年度の税率につきましては、令和２年度の医療費実績や最新の所得データを用いて、日野町
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の国民健康保険事業の運営に関する協議会の意見を伺って見直しを行う可能性があるものです。

説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第３０、議案第３１号、令和３年度日野町介護保険特別会計予算に

ついて、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程いただきました議案第３１号、令和３年度日野町介護保険

特別会計予算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと存じます。 

 予算総額は６億２，８４１万２，０００円としたところでございます。前年度と比較いたしま

すと、３，９１８万９，０００円、率にして５．９％の減額であります。また、一時借入金の限

度額を３，０００万円と定めるとともに、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算において流用することができる場合を保険給付費の各項の間の流用と定めております。 

 次に、２ページから３ページの第１表、歳入歳出予算については、御覧いただきたいと思いま

す。歳出の主なものといたしましては、保険給付費５億９，０３０万１，０００円、地域支援事

業費３，２７３万円などを計上いたしております。その財源といたしまして、保険料１億５２３

万３，０００円、国庫支出金１億６，８５６万１，０００円、支払基金交付金１億６，３２７万

５，０００円のほか、県支出金、繰入金などをもって充てるものであります。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第３１号、令和３年度日野町介護保険特別会計予算につい

て、御説明いたします。予算に関する説明書は、５ページが歳入歳出予算事項別明細書、６ペー

ジから８ページまでが給与費明細書ですので、御覧いただきたいと思います。 

 ９ページ、歳入です。保険料、第１号被保険者保険料は１億５２３万３，０００円の計上です。

第８期介護保険事業計画策定により保険料の基準額を引き下げたことに伴い、前年比９３２万５，

０００円の減額となります。現年度特別徴収保険料を１，３８２人、１億１３３万円、現年度普

通徴収保険料を４３人、３９０万３，０００円と見込んでおります。 

 使用料及び手数料、督促手数料は５，０００円の計上です。 

 国庫支出金、介護給付費負担金は１億３５１万１，０００円の計上です。国庫支出金、調整交

付金は５，２２８万４，０００円。地域支援事業交付金、包括的支援事業・任意事業は７０４万

３，０００円、同じく、介護予防・日常生活支援総合事業は４１６万２，０００円。介護保険事
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業費補助金は５９万１，０００円の計上です。次に、１０ページ、介護保険保険者努力支援交付

金は９７万円の計上です。 

 支払基金交付金、介護給付費交付金は１億５，９３８万１，０００円。地域支援事業支援交付

金は３８９万４，０００円の計上です。 

 県支出金、介護給付費負担金は８，８３３万５，０００円の計上です。県支出金、地域支援事

業交付金、包括的支援事業・任意事業は３５２万１，０００円、同じく、介護予防・日常生活支

援総合事業は１８０万２，０００円の計上です。 

 続いて、１１ページ、財産収入、利子及び配当金は、介護給付費準備基金利子５万５，０００

円の計上です。 

 繰入金、一般会計繰入金は、介護給付費繰入金が７，３７８万７，０００円。地域支援事業繰

入金、包括的支援事業・任意事業は３５２万１，０００円、同じく、介護予防・日常生活支援総

合事業は１８０万２，０００円。その他一般会計繰入金は、事務費繰入金として４６２万９，０

００円。低所得者保険料軽減負担金繰入金は８１２万７，０００円の計上です。繰入金、介護給

付費準備基金繰入金は５７４万７，０００円の計上です。 

 諸収入、雑入は、雇用保険自己負担金等１万２，０００円の計上です。 

 次に、１３ページからは歳出です。総務費、一般管理費は２０７万１，０００円の計上です。

内容は事務に必要な消耗品費、手数料、業務システム改修の電算処理委託料、使用料などです。

連合会負担金は１５２万円の計上で、役務費は介護給付費共同処理手数料。委託料は介護認定に

係る主治医意見書料です。続いて、賦課徴収費は４万２，０００円の計上で、封筒及び納付書の

印刷製本費、口座振替の手数料です。介護認定審査会費は１４５万２，０００円で、審査会共同

設置負担金です。認定調査費は４万円で、県外の認定調査に係る主治医意見書料、訪問調査委託

料です。 

 続いて、１４ページから、保険給付費、介護サービス等諸費、居宅介護サービス給付費は１億

７，９７４万１，０００円。施設介護サービス給付費は２億６，８８８万８，０００円。居宅介

護福祉用具購入費は４３万２，０００円。居宅介護住宅改修費は１０５万６，０００円。居宅介

護サービス計画給付費は２，３５１万５，０００円。地域密着型介護サービス給付費は５，２９

１万３，０００円を計上しています。 

 続いて、１５ページ、審査支払い手数料は７６万９，０００円の計上で、国保連合会への審査

支払い手数料です。高額介護サービス費は１，０７７万８，０００円の計上。高額医療合算介護

サービス費は１６５万円の計上。特定入所者介護サービス費は２，２０８万円の計上です。介護



－68－ 

予防サービス給付費は２，０６８万円。１６ページ、介護予防福祉用具購入費は６７万２，００

０円。介護予防住宅改修費は９９万円。介護予防サービス計画給付費は３１３万７，０００円。

地域密着型介護予防サービス給付費は３００万円の計上です。 

 続いて、地域支援事業費、介護予防・生活支援サービス事業費です。介護予防・生活支援サー

ビス事業費は９５５万１，０００円の計上です。これは要支援被保険者の訪問介護、通所サービ

スの費用負担金です。介護予防ケアマネジメント事業費は１４０万円の計上です。介護予防ケア

マネジメント事業に係る経費として、需用費は事務用品、公用車の燃料費。１７ページ、役務費

は研修受講料、委託料は総合事業に係るケアマネジメント業務委託料。使用料及び賃借料は業務

用パソコンシステムのリース料です。 

 次に、一般介護予防事業費は３４３万６，０００円の計上です。報酬、職員手当等、共済費は、

会計年度任用職員、介護認定調査員の経費です。報償費は、ぽかぽか教室講師謝金。需用費は百

歳体操のバンド、おもり代などの消耗品費、燃料費は公用車に係る経費です。委託料は、通所型

介護予防事業委託料及びリハビリ職員派遣委託料です。 

 続いて、包括的支援事業費、包括的支援事業・任意事業費です。包括的・継続的ケアマネジメ

ント支援事業費は５３９万６，０００円の計上です。報償費は地域包括支援センター運営協議会

委員報償金。１８ページ、需用費は、事務消耗品、公用車の燃料費及び修繕料。役務費は公用車

の任意保険料。繰出金は、担当職員の人件費分を一般会計へ繰り出すものです。 

 任意事業費は１１７万９，０００円の計上です。報償費は成年後見人報償金。役務費は事業に

係る郵券料や手数料。委託料は介護家族の会事業委託料です。 

 認知症総合支援事業費は４１５万６，０００円の計上です。報酬、職員手当等、共済費、旅費

は、会計年度任用職員、認知症地域支援推進員の経費です。報償費は、わすれんぼカフェ等への

講師謝金。需用費は、事業に必要な消耗品費、公用車の燃料費。役務費は認知症保険及び研修受

講手数料。１９ページ、委託料は認知症初期集中支援チームへの専門職派遣委託料と、わすれん

ぼカフェに係る町営バス臨時運行委託料。繰出金は、担当職員の人件費分を一般会計へ繰り出す

ものです。 

 生活支援体制整備事業費は６２６万９，０００円の計上です。給料、職員手当等、共済費は、

会計年度任用職員、地域支え合い支援員に係る経費です。需用費は公用車燃料費。委託料は生活

支援コーディネーター業務委託料。繰出金は、担当職員の人件費分を一般会計へ繰り出すもので

す。 

 在宅医療・介護連携推進事業費は１３０万円の計上です。これは担当職員の人件費分を一般会
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計へ繰り出すものです。 

 審査支払い手数料は４万３，０００円の計上です。国保連合会への総合事業給付費、審査支払

い手数料です。 

 ２０ページ、公債費、利子は一時借入金の利子１０万円の計上です。財政安定化基金償還金は

廃目整理とします。 

 諸支出金、第１号被保険者保険料還付金は、保険料の過年度還付金で１０万円の計上です。 

 基金積立金は介護給付費準備基金の利息を基金に積み立てるもので、５万６，０００円の計上

です。説明は以上でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 日程３１、議案第３２号、令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会

計予算について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第３２号、令和３年度日野町後期高齢者医

療保険特別会計予算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと存じます。 

 予算総額は５，５５５万円といたしております。前年度当初予算に比べて４２万８，０００円、

率にして０．８％の減額で、前年並みの予算規模でございます。 

 次に、２ページ、第１表、歳入歳出予算については、御覧いただきたいと存じます。歳出の主

なものといたしましては、後期高齢者医療広域連合納付金５，３１４万４，０００円などを計上

しております。その財源といたしましては、後期高齢者医療保険料３，６３０万５，０００円の

ほか、繰入金、諸収入などをもって充てるものでございます。 

 詳細につきましては健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第３２号、令和３年度日野町後期高齢者医療保険特別会計

予算について、御説明いたします。議案書の３ページ、歳入歳出予算事項別明細書は御覧いただ

きたいと思います。 

 ４ページ、歳入です。後期高齢者医療保険料、特別徴収保険料は２，９４０万７，０００円。

普通徴収保険料は６８９万８，０００円を計上しております。使用料及び手数料、督促手数料は

２，０００円の計上です。繰入金、一般会計繰入金、事務費繰入金は１３２万９，０００円。保

険基盤安定繰入金は、低所得者保険料軽減に係る繰入金として１，６８３万９，０００円を計上

しています。諸収入、保険料還付金は１０万円の計上です。健康診査等受託料は９７万５，００
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０円の計上です。 

 次に、５ページ、歳出です。総務費、一般管理費は２３０万６，０００円を計上しています。

需用費は事務用品や納付書の印刷費など、役務費は受診券、保険証の郵送料や保険料の口座振替

手数料。委託料は業務システム電算委託料や保健事業団等への健康診査委託料を計上しています。

後期高齢者医療広域連合納付金は５，３１４万４，０００円の計上。負担金として、保険料徴収

分及び保険料軽減の保険基盤安定分を広域連合に納付します。諸支出金、保険料還付金は１０万

円の計上です。説明は以上でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第３２、議案第３３号、令和３年度日野町簡易水道特別会計予算に

ついて、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程いただきました議案第３３号、令和３年度日野町簡易水道

特別会計予算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと存じます。 

 予算総額を８，７９１万４，０００円としております。前年度に対して９３８万６，０００円、

率にして１２．０％の増額となっております。債務負担行為は、３ページ、第２表にあるとおり、

簡易水道固定資産調査評価業務委託について、期間を令和４年度まで、限度額を３０３万６，０

００円とし、地方債は、４ページ、第３表にあるとおり、公営企業会計適用債の限度額を１，７

１０万円とするものでございます。また、一時借入金の限度額を３，０００万円と定めるもので

ございます。 

 ２ページ、第１表、歳入歳出予算については、御覧いただきたいと存じます。主な事業は、公

営企業会計導入のため、固定資産調査評価業務委託１，４９６万円。国道１８１号道路改良、日

野高校の入り口の辺りです、に伴う排水管支障移転８２７万２，０００円などを予定しておりま

す。 

 詳細につきましては建設水道課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第３３号、令和３年度日野町簡易水道特別会計予算につい

て、御説明いたします。予算に関する説明書といたしまして、５ページが歳入歳出予算事項別明

細書、６ページから１２ページまで給与費明細書、１３ページが地方債の現在高の見込みに関す

る調書です。御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、１４ページを御覧ください。歳入です。水道料、給水料は４，５９２万４，００
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０円です。これは根雨地区簡易水道ほか１０地区の給水料などであります。次の使用料及び手数

料、検査手数料４，０００円は、工事完成検査の手数料です。登録手数料２９万円は、給水装置

工事事業者指定登録手数料を計上しています。続きまして、工費収入２万３，０００円でありま

す。これは新設工事２件と修繕工事３件の費用を計上しています。次に、繰入金、一般会計繰入

金１，６１０万７，０００円であります。これは歳出の財源に充てるため一般会計から繰り入れ

するものであります。諸収入、雑入８４６万６，０００円は、新規加入金、消費税及び地方消費

税還付金、国道１８１号道路改良に伴う水道管移転補償金を見込んでおります。１５ページ、町

債、公営企業債は１，７１０万円です。公営企業会計導入による法適用支援業務の経費に充てる

ものです。 

 １６ページ、歳出です。総務費、総務管理費２，６６９万円です。報酬、給料、職員手当等、

共済費、旅費は、水道担当職員、会計年度任用職員の人件費を計上しています。需用費は水道用

窓空き封筒などの印刷製本費。役務費は施設の異常通報電話回線使用料、検針手数料、口座振替

手数料、火災保険料。委託費は、水道料金賦課徴収に伴います電算処理委託料、公営企業会計導

入による法適用支援業務委託料を計上しています。使用料及び賃借料は、水道施設の借地料及び

電柱の共架料を。負担金、補助及び交付金は、水道関係団体への負担金を計上しています。 

 １７ページを御覧ください。総務費、一般管理費１，１８９万８，０００円です。報償費は水

道施設に係る報償費を。需用費は、水道施設１１か所の維持管理に伴う消毒薬、電気料、配水管

量水器修繕等の修繕料を計上しています。役務費は検査手数料。委託料は水質検査委託料です。

工事請負費は、量水器交換、給水タンクつり下げ器具の設置工事です。原材料費は量水器ボック

ス等を計上しています。 

 次に、総務費、施設費８２７万２，０００円です。測量設計委託料、工事請負費は、国道１８

１号道路改良事業に伴う測量設計委託料及び水道管移転工事です。 

 １８ページを御覧ください。公債費、元金は３，４４９万円です。利子は６５６万４，０００

円で、償還金利子と一時借入金利子です。説明は以上であります。 

○議長（小谷 博徳君） 日程３３、議案第３４号、令和３年度日野町公共下水道事業特別会計予

算について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第３４号、令和３年度日野町公共下水道事

業特別会計予算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 予算総額を９，０５４万１，０００円とするもので、前年度に対し５，１５５万２，０００円、
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率にして３６．３％の減額となっております。債務負担行為は、３ページ、第２表にあるとおり、

公共下水道事業固定資産調査評価業務委託について、期間を令和４年度まで、限度額を７８９万

８，０００円とし、地方債は、４ページ、第３表にあるとおり、公営企業会計適用債の限度額を

４９０万円とするものでございます。また、一時借入金の限度額を３，０００万円と定めるもの

でございます。 

 ２ページ、第１表、歳入歳出予算については、御覧いただきたいと思います。主な事業は、国

道１８１号道路改良に伴う、下水道管支障移転６２２万２，０００円などでございます。 

 詳細につきましては建設水道課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第３４号、令和３年度日野町公共下水道事業特別会計予算

について、御説明いたします。予算に関する説明書といたしまして、５ページが歳入歳出予算事

項別明細書、６ページから１２ページまで給与明細書、１３ページが地方債の現在高の見込みに

関する調書です。御覧いただきたいと思います。 

 １４ページを御覧ください。歳入です。分担金及び負担金、公共下水道負担金は８万１，００

０円です。これは加入負担金を計上しています。次に、使用料及び手数料、公共下水道使用料３，

０６９万６，０００円です。これは公共下水道使用料金を計上しています。続いて、国庫支出金、

公共下水道費補助金は廃目整理です。次の繰入金、一般会計繰入金は４，８３３万円です。これ

は歳出の財源に充てるため一般会計から繰り入れるものであります。次の町債、公営企業債４９

０万円は、公営企業会計導入による法適用支援業務の経費に充てるものです。一般会計債は廃目

整理です。１５ページ、諸収入、雑入は６５３万４，０００円です。消費税及び地方消費税還付

金、国道１８１号道路改良に伴う下水道移転補償金、中央浄化センター改築工事で発生スクラッ

プの売却費を見込んでおります。 

 １６ページ、歳出です。下水道費、総務費は１，１８９万８，０００円です。給料は下水道関

係職員の０．５人分。職員手当、共済費は１２か月分計上しております。需用費は図書等の消耗

品、印刷製本費は納付書の印刷代。役務費は納付書の郵券代、料金の振込手数料です。次の委託

料は、下水道料金賦課徴収に伴う電算処理委託料、公営企業会計導入による法適用支援業務委託

料。使用料及び賃借料はＪＲ用地の借地料。負担金、補助及び交付金は関係団体への負担金です。 

 次に、施設管理費２，９７７万円です。需用費は、終末処理場、中継ポンプ等の施設維持管理

に伴う消耗品、電気料、水道料、修繕料を計上しています。役務費は、異常通報システムの電話
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料、ネット回線使用料、浄化センターマンホールポンプの災害保険料等です。１７ページです。

委託料は、浄化センターなどの施設の維持管理、汚泥収集運搬に伴う管理委託料、測量設計等委

託料は、国道１８１号道路改良に伴う下水道管移転工事設計委託料です。その他委託料は浄化セ

ンター電気安全保安業務委託料です。工事請負費は国道１８０号道路改良に伴う下水道管移転工

事費を計上しています。 

 次に、公共下水道建設費２７万５，０００円です。昨年度実施した中央浄化センター長寿命化

事業実施に伴う、国庫返還金を計上しています。 

 次の公債費、元金は４，１４５万３，０００円です。利子は７１４万５，０００円で、償還金

利子と一時借入金利子です。説明は以上です。 

○議長（小谷 博徳君） 日程第３４、議案第３５号、令和３年度日野町農業集落排水事業特別会

計予算について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第３５号、令和３年度日野町農業集落排水

事業特別会計予算につきまして、御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 予算総額を４，４０５万５，０００円とするもので、前年度に対し３４２万５，０００円、率

にして８．４％の増額となっております。債務負担行為は、３ページ、第２表にあるとおり、農

業集落排水事業固定資産調査評価業務委託について、期間を令和４年度まで、限度額を７２４万

９，０００円とし、地方債は、４ページ、第３表にあるとおり、公営企業会計適用債の限度額を

３２０万円とするものでございます。また、一時借入金の限度額を２，０００万円と定めるもの

でございます。 

 ２ページ、第１表、歳入歳出予算については、御覧いただきたいと思います。主な事業は、公

営企業会計導入のため、固定資産調査評価業務委託３２２万３，０００円などでございます。 

 詳細につきましては建設水道課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（小谷 博徳君） 飛田建設水道課長。 

○建設水道課長（飛田 朋伸君） 議案第３５号、令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計予

算について、説明いたします。予算に関する説明書といたしまして、５ページが歳入歳出予算事

項別明細書、６ページから１２ページまで給与費明細書、１３ページが地方債現在高の見込みに

関する調書です。御覧いただきたいと思います。 

 １４ページ、歳入です。使用料及び手数料、農業集落排水使用料は１，１０７万円です。これ
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は使用料として３地区分を計上しています。次の繰入金、一般会計繰入金は２，９７８万５，０

００円です。これは歳出の財源に充てるため一般会計から繰り入れるものです。次の町債、農業

集落排水事業債３２０万円は、公営企業会計導入による法適用支援業務の経費に充てるものです。 

 続きまして、１５ページ、歳出です。総務費、一般管理費２１７万３，０００円は、下水道関

係職員の給与０．５人分を計上しています。次の施設管理費は１，６７７万１，０００円です。

需用費は、図書等の消耗品費、終末処理施設３施設の電気、水道、修繕料などを。役務費は、処

理施設の緊急通報システムの電話回線使用料、口座振替手数料、浄化槽法定点検手数料、処理場

の火災保険料です。委託料は、施設の維持管理、汚泥収集運搬、電算処理の委託料です。工事請

負費は、経年劣化によるマンホールポンプ１基を取り替えるものであります。公課費は消費税を

計上しています。続きまして、公債費、元金は２，１３２万２，０００円です。利子は３７８万

９，０００円で、償還金利子と一時借入金利子です。説明は以上でございます。 

○議長（小谷 博徳君） 以上で提案説明が終了しました。 

 お諮りいたします。議案第６号から議案第３５号までの提案説明が終わりましたが、議案第６

号から議案第３５号までの質疑、討論、採決は後日に行うこととし、留保いたしたいと思います。

これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。よって、議案第６号から議案第３５号までを留保

することに決定をいたしました。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（小谷 博徳君） お諮りいたします。本日の会議はこれで延会といたしたいと思います。

これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会することに決定いた

しました。 

 本日は、これで延会といたします。会議の再開は、３月１１日午前１０時といたします。御協

力ありがとうございました。（「議長」と呼ぶ者あり）ちょっと待ってください。一応、この議案

に対してですか。（「いや、違います」と呼ぶ者あり）いいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）じ

ゃあ、﨏田町長は一言あるそうですので。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） すみません、お時間をいただきます。かねて難儀しておられました、本
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郷の岩田集落、水道が止まってたんですけれども、昨日、水道施設が修繕、復旧しましたという

御報告をいただきました。通常の生活に戻り、本当に安心できたっていうことが伝わってまいり

ましたので、今、御報告させていただきます。本当にありがとうございました。以上です。 

○議長（小谷 博徳君） じゃあ、これで終わりにします。御協力ありがとうございました。 

午後４時３５分延会 

─────────────────────────────── 

 


